
戦
国
期
の
徳
政
と
地
域
社
会

「
在
地
徳
政
」
史
料
の
再
検
討
一

大
河
内

勇

介

戦国期の徳政と地域社会（大河内）

【
要
約
】
　
か
つ
て
瀬
田
勝
哉
氏
は
指
置
状
な
る
史
料
を
検
討
し
、
伊
勢
国
小
国
郷
の
地
侍
衆
が
郷
を
範
囲
と
す
る
徳
政
（
貸
借
・
売
買
契
約
の
破
棄
）
を

実
施
し
て
い
た
と
見
て
、
「
在
地
徳
政
」
論
を
提
唱
し
た
。
し
か
し
現
在
、
指
置
状
か
ら
何
を
読
み
取
れ
る
か
で
見
解
が
割
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
そ

こ
で
本
稿
で
は
、
指
置
傘
に
つ
い
て
、
「
在
地
徳
政
」
を
自
明
視
せ
ず
、
文
言
を
慎
重
に
吟
味
し
、
関
連
史
料
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
再
検
討
を
進
め
た
。

そ
の
結
果
、
指
置
状
の
本
質
は
、
「
在
地
徳
政
」
で
は
な
く
、
徳
政
に
対
応
し
て
地
域
の
経
済
・
宗
教
秩
序
の
混
乱
を
抑
え
よ
う
と
し
た
点
に
あ
る
と
判

明
し
た
。
戦
国
期
の
南
伊
勢
で
は
上
位
権
力
た
る
北
畠
氏
の
徳
政
令
を
中
心
に
徳
政
の
脅
威
が
広
ま
っ
て
お
り
、
徳
政
を
警
戒
し
た
蔵
本
や
成
願
寺
が
小

罪
郷
の
平
侍
衆
に
僧
号
状
を
求
め
た
が
、
か
か
る
指
置
薬
の
発
給
に
は
蔵
本
の
融
通
や
成
願
寺
の
宗
教
行
事
を
維
持
す
る
意
味
合
い
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

今
後
、
他
の
門
在
地
徳
政
」
を
再
検
討
し
つ
つ
、
徳
政
に
対
応
す
る
慣
行
を
発
掘
し
、
戦
国
期
徳
政
研
究
を
深
化
さ
せ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
九
五
巻
六
号
二
〇
一
二
年
㎜
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

本
稿
は
、
「
在
地
徳
政
」
の
根
本
史
料
を
読
み
直
し
、
戦
国
期
に
頻
発
す
る
徳
政
（
貸
借
・
売
買
契
約
の
破
棄
）
に
地
域
社
会
の
人
々
が
ど
の

よ
う
に
対
応
し
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
一
九
六
八
年
、
瀬
田
勝
哉
氏
は
「
在
地
徳
政
」
を
発
見
し
た
。

瀬
田
氏
は
、
伊
勢
国
一
志
郡
小
倭
郷
成
願
寺
に
伝
来
し
た
文
書
（
以
下
、
「
成
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願
寺
文
書
」
）
中
の
徳
政
衆
下
地
指
翼
状
（
以
下
、
心
遣
状
）
な
る
史
料
に
紅
隈
し
、
小
倭
郷
の
有
力
者
た
る
地
溝
衆
が
郷
を
範
囲
と
す
る
徳
政
を

実
施
し
て
い
た
と
見
て
、
戦
国
期
に
は
こ
う
し
た
「
在
地
性
の
強
い
局
地
的
な
徳
政
」
す
な
わ
ち
「
在
地
徳
政
」
が
広
汎
に
存
在
し
た
と
一
般

化
し
た
の
で
あ
る
。

　
従
来
、
戦
国
期
の
社
会
を
理
解
す
る
鍵
と
し
て
、
室
町
幕
府
・
戦
国
大
名
と
い
っ
た
上
位
権
力
を
発
布
主
体
と
す
る
徳
政
令
が
注
目
さ
れ
て

　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

き
た
が
、
こ
の
よ
う
な
徳
政
令
し
か
念
頭
に
な
か
っ
た
当
時
の
学
界
は
、
瀬
田
氏
に
よ
る
「
在
地
徳
政
」
の
発
見
に
大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
。

そ
し
て
、
こ
の
発
見
を
契
…
機
と
し
て
、
戦
国
期
徳
政
研
究
は
上
位
権
力
の
徳
政
令
以
外
に
も
視
野
を
広
げ
て
大
き
く
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

　
瀬
田
氏
の
「
在
地
徳
政
」
の
定
義
は
、
右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
在
地
性
の
強
い
局
地
的
な
徳
政
」
と
い
う
曖
昧
模
糊
と
し
た
も
の
だ
っ
た

が
、
研
究
の
黎
明
期
に
お
い
て
は
か
え
っ
て
こ
れ
が
功
を
奏
し
た
よ
う
で
、
た
と
え
ば
入
間
田
宣
夫
氏
が
出
羽
国
の
在
地
領
主
に
よ
る
局
地
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

徳
政
の
実
施
を
想
定
し
こ
れ
を
「
在
地
徳
政
」
と
呼
ん
だ
よ
う
に
、
多
様
な
実
施
主
体
の
「
在
地
徳
政
」
と
思
し
き
事
例
が
広
く
集
め
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
の
ち
に
入
間
田
氏
は
、
戦
国
期
に
は
室
町
幕
府
・
戦
国
大
名
と
い
っ
た
上
位
権
力
の
徳
政
令
か
ら
在
地
領
主
・
中
間
層
（
坤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

侍
な
ど
）
・
村
落
な
ど
の
「
在
地
徳
政
」
ま
で
「
各
種
各
様
の
徳
政
令
が
重
層
的
に
存
在
す
る
」
と
総
括
し
て
い
る
。
こ
こ
に
、
戦
国
期
の
社

会
を
特
心
づ
け
る
徳
政
の
満
面
開
花
と
い
う
べ
き
状
況
が
広
く
認
識
さ
れ
、
「
在
地
徳
政
」
論
は
通
説
化
し
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
瀬
田
氏
が
「
在
地
徳
政
」
を
導
き
出
し
た
根
本
史
料
た
る
指
置
状
に
つ
い
て
、
地
下
衆
に
よ
る
徳
政
の
実
施
を
読
み
取
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

は
で
き
な
い
、
彼
ら
は
徳
政
に
関
す
る
紛
争
を
解
決
し
て
い
た
だ
け
で
あ
る
と
い
う
批
判
が
中
野
達
平
氏
・
池
上
裕
子
氏
か
ら
提
出
さ
れ
た
。

こ
の
批
判
は
「
在
地
徳
政
」
論
の
再
考
に
繋
が
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
た
が
、
後
述
す
る
よ
う
な
史
料
の
検
討
の
不
足
か
ら
、
十
分
に
成
功
を

収
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
批
判
が
提
出
さ
れ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
一
方
で
地
葺
衆
に
よ
る
徳
政
の
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

施
を
認
め
る
研
究
も
数
多
く
出
て
い
る
上
、
こ
れ
に
独
自
の
意
義
づ
け
を
行
う
研
究
も
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
言
置
状
を
め
ぐ

っ
て
相
反
す
る
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
、
ま
ず
は
指
許
状
か
ら
何
を
読
み
取
れ
る
か
を
確
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
指
置
状
を
め
ぐ
る
見
解
の
不
一
致
は
な
ぜ
起
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
根
本
的
な
原
因
は
指
置
状
の
史
料
的
性
格

に
求
め
ら
れ
る
と
思
う
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
文
言
が
簡
潔
に
書
か
れ
る
上
、
断
片
的
に
伝
来
す
る
も
の
が
多
い
た
め
、
多
様
な
解
釈
の
余
地

が
残
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
当
然
、
文
言
を
慎
重
に
吟
味
し
、
関
連
史
料
に
も
幅
広
く
農
配
り
す
る
な
ど
、
史
料
に
深
く
沈
潜
し
て
か
ら

解
釈
を
導
く
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
作
業
を
最
も
丁
寧
に
行
っ
た
の
は
瀬
田
氏
だ
っ
た
が
、
「
在
地
徳
政
」
を
所
与
の
も
の
と
し
て
指
鎖
状

を
解
釈
し
て
い
る
点
に
問
題
が
あ
る
。
ま
た
、
瀬
田
氏
を
除
く
諸
研
究
は
、
そ
の
多
く
が
総
括
的
論
考
の
｝
部
分
に
当
た
る
こ
と
も
あ
っ
て
、

如
上
の
作
業
を
十
分
に
経
ず
に
解
釈
を
提
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
よ
っ
て
本
稿
で
は
、
指
掛
状
に
つ
い
て
、
「
在
地
徳
政
」
を
自
明
視
せ
ず
、
文
言
を
慎
重
に
吟
味
し
、
関
連
史
料
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
再
検

討
を
進
め
る
。
そ
し
て
、
こ
の
再
検
討
を
通
じ
て
、
第
　
章
で
は
指
置
状
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
を
確
定
し
、
さ
ら
に
、
第
二
章
で
は
指
革
状

が
出
現
し
た
背
景
に
つ
い
て
、
第
三
章
・
第
四
章
で
は
指
罪
状
の
意
義
に
つ
い
て
論
じ
、
指
置
状
に
関
し
て
新
た
な
知
見
を
提
示
す
る
。
そ
の

上
で
、
「
在
地
徳
政
」
論
や
戦
国
期
徳
政
研
究
に
言
及
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

①
瀬
田
勝
哉
「
中
世
末
期
の
在
地
徳
政
」
（
永
原
慶
二
編
噸
戦
国
大
名
論
集
1

　
戦
国
大
名
の
研
究
㎞
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
三
年
、
初
出
一
九
六
八
年
）
。
直
後

　
の
引
用
は
二
一
七
頁
。

②
室
町
幕
府
の
徳
政
令
は
、
桑
山
浩
然
「
徳
政
令
と
室
町
幕
府
財
政
」
（
『
室
町
幕

　
府
の
政
治
と
経
済
㎞
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
、
初
出
～
九
六
二
年
）
。
戦
国

　
大
名
の
徳
政
令
は
、
中
村
吉
治
「
戦
国
時
代
前
期
の
土
一
揆
と
徳
政
」
・
「
戦
国
時

　
代
後
期
の
土
一
揆
と
徳
政
」
（
隅
土
一
揆
研
究
』
校
倉
誉
房
、
一
九
七
四
年
、
初
出

　
一
九
三
四
年
）
、
鈴
木
良
一
「
戦
国
時
代
の
徳
政
」
（
欄
日
本
中
世
の
農
民
問
題
』

　
高
桐
書
院
、
　
九
四
八
年
、
初
出
一
九
四
一
年
目
。
な
お
、
戦
国
期
の
徳
政
に
関

　
す
る
研
究
史
は
、
阿
部
浩
一
「
戦
国
期
徳
政
の
事
例
検
討
」
（
噸
戦
国
期
の
徳
政
と

　
地
域
社
会
暁
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）
を
参
照
。

③
笠
松
宏
至
隅
徳
政
令
騙
（
岩
波
書
店
、
　
九
八
三
年
、
五
八
頁
）
の
言
葉
を
参

　
照
。
な
お
、
笠
松
氏
が
示
し
た
「
在
地
徳
政
」
の
海
に
浮
か
ぶ
中
世
公
武
徳
政
と

　
い
う
図
式
に
つ
い
て
は
、
鎌
倉
末
期
以
前
に
は
遡
り
え
な
い
こ
と
が
す
で
に
薪
田

　
一
郎
氏
に
よ
っ
て
論
証
さ
れ
て
い
る
（
「
中
世
社
会
の
構
造
変
化
」
㎎
日
本
中
世
の

　
社
会
と
法
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
）
。
本
稿
は
笠
松
氏
が
示
し
た
図

　
式
で
あ
る
徳
政
を
通
し
た
上
位
権
力
と
地
域
社
会
の
関
係
に
つ
い
て
、
戦
国
期
の

　
特
質
を
踏
ま
え
な
が
ら
史
料
に
即
し
て
再
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

④
入
間
田
宣
夫
「
出
羽
国
に
お
け
る
在
地
徳
政
」
（
『
百
姓
申
状
と
起
請
文
の
世

　
界
臨
東
京
大
学
出
版
会
、
｝
九
八
六
年
、
初
出
一
九
七
八
年
）
。

⑤
入
問
田
宣
夫
「
中
世
国
家
と
一
揆
」
（
は
じ
め
に
注
④
書
、
初
出
一
九
八
一
年
、

　
二
五
山
ハ
頁
）
。

⑥
中
野
達
平
門
私
徳
政
の
一
形
態
偏
（
『
国
学
院
雑
誌
㎞
七
八
一
～
○
、
一
九
七
七

　
年
、
四
八
頁
）
、
池
上
裕
子
十
目
本
の
歴
史
1
0
　
戦
国
の
群
像
』
（
集
英
社
、
…
九
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九
二
年
、
一
二
九
頁
）
。

⑦
入
間
田
は
じ
め
に
注
④
論
文
三
〇
七
頁
、
入
間
田
は
じ
め
に
注
⑤
論
文
二
五
九

　
頁
、
桜
井
英
治
「
在
地
徳
政
・
私
徳
政
に
つ
い
て
」
（
㎎
歴
史
と
地
理
㎞
五
六
七
、

　
二
〇
〇
二
年
、
二
〇
頁
）
。
地
壮
麗
に
よ
る
徳
政
の
実
施
に
独
自
の
意
義
づ
け
を

　
行
う
研
究
と
し
て
、
本
主
権
に
も
と
つ
く
も
の
と
す
る
勝
俣
鎮
夫
「
単
発
と
徳
政

　
～
揆
」
（
『
戦
国
法
成
立
史
論
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
九
年
、
一
〇
一
頁
）
、

　
村
の
成
り
立
ち
を
維
持
す
る
た
め
の
も
の
と
す
る
黒
田
基
樹
＝
五
・
一
六
世
紀

　
徳
政
論
序
説
」
（
鴨
戦
国
期
の
債
務
と
徳
政
』
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
九
年
、
初
出
二

O
O
三
年
、
三
六
・
四
八
頁
）
。
な
お
、
地
侍
衆
に
よ
る
徳
政
の
実
施
を
認
め
つ

つ
、
彼
ら
に
よ
る
紛
争
の
解
決
を
重
視
す
る
研
究
も
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
村
田

修
三
門
惣
と
土
一
揆
」
（
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
　
中
世
三
』
岩
波
書
店
、
一
九
七

六
年
、
　
六
一
・
一
六
二
頁
）
、
新
田
一
郎
は
じ
め
に
注
③
論
文
一
七
二
頁
、
久

留
島
典
子
『
日
本
の
歴
史
1
3
　
一
揆
と
戦
国
大
名
㎞
（
講
談
社
、
二
〇
〇
九
年
、

初
出
二
〇
〇
一
年
、
～
一
一
頁
）
、
繁
盛
『
日
本
中
世
の
歴
史
6
　
戦
国
大
名
と

～
揆
㎞
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
、
四
七
頁
）
。
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第
一
章
　
指
置
状
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と

　
瀬
田
氏
が
採
り
上
げ
た
「
成
願
寺
文
書
」
に
は
売
券
・
寄
進
状
・
書
状
な
ど
が
多
数
伝
来
す
る
が
、
そ
の
中
に
は
大
永
八
年
（
～
五
二
八
）

か
ら
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
ま
で
の
質
置
状
が
七
通
存
在
す
る
。
指
置
状
の
全
容
に
つ
い
て
は
表
～
に
ま
と
め
た
が
、
本
章
で
は
「
在
地
徳

政
」
の
根
拠
と
な
っ
た
措
置
状
を
検
討
す
る
。
実
は
突
き
詰
め
る
と
、
そ
の
根
拠
と
な
っ
た
の
は
次
に
掲
げ
る
一
通
の
指
置
状
の
み
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
①

　
　
【
史
料
二
指
麗
状
（
表
～
1
七
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
指
置
）

　
　
就
徳
政
之
儀
二
、
竹
高
殿
よ
り
御
買
徳
下
地
、
判
之
事
恋
敵
問
、
八
壁
代
涯
分
二
例
物
之
儀
八
斗
請
取
申
候
て
、
さ
し
お
き
夷
懸
、
然
者
、
此
方
嘉
例
之
徳

　
　
政
行
候
共
、
於
末
代
別
儀
有
間
敷
候
、
侃
讃
文
如
件
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
政
衆

　
　
　
　
　
（
｝
五
五
九
）

　
　
　
　
　
永
禄
二
年
己
未
極
月
十
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
森
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場
馬
（
花
押
）

　
　
（
異
筆
）
　
「
成
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
林
地
　
（
鼎
化
押
）

　
　
　
　
　
　
浄
願
寺
ま
い
る

　
簡
潔
に
記
さ
れ
る
【
史
料
一
】
の
内
容
に
つ
い
て
、
他
の
指
嚢
状
な
ど
を
参
考
に
し
つ
つ
、
順
に
確
認
し
て
い
こ
う
。
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【
史
料
二
の
前
半
の
逐
語
訳
を
示
す
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
「
徳
政
の
事
に
関
し
て
、
（
成
願
寺
が
）
竹
嶋
殿
よ
り
御
買
得
し
た
下
地
に

つ
い
て
は
、
判
の
事
を
（
成
願
寺
か
ら
竹
森
・
馬
場
・
森
地
が
）
承
り
ま
し
た
の
で
、
八
斗
代
の
（
下
地
の
）
分
と
し
て
礼
物
八
斗
を
受
け
取
り
ま

し
て
、
指
し
置
き
ま
す
」
。

　
ま
ず
、
何
を
指
し
置
い
た
か
が
わ
か
り
づ
ら
い
が
、
他
の
指
柵
状
で
は
「
右
派
田
地
者
、
自
評
聖
寺
堅
依
御
礼
事
、
指
置
申
所
実
正
明
鏡

也
」
（
天
一
－
一
）
・
「
徳
政
方
ヨ
リ
永
代
指
置
申
言
田
地
之
事
」
（
表
一
一
四
・
五
）
と
あ
り
、
た
と
え
ば
他
国
の
売
券
の
徳
政
担
保
文
言
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

「
若
又
、
天
下
一
同
色
毒
血
政
行
候
と
も
、
話
好
畠
面
面
別
儀
可
奉
閣
者
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
下
地
を
指
し
置
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
指
し

置
く
の
意
は
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
（
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
、
以
下
百
国
』
）
。
す
な
わ
ち
、
【
史
料
二
は
徳
政
と
い
え
ど
成
願
寺
の
買
得
地

は
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
保
証
し
た
も
の
と
い
え
る
。

表
一
　
指
置
状
一
覧

番
号

年
　
　
月
　
　
日

発
　
　
給
　
　
者

受
給
者

典
拠

連
　
　
　
　
　
　
券

一

大
永
八
年
六
月
一
九
B

岡
本
平
四
郎
康
秀
・
岡
成
与
七
・
森
地
藤
十
郎
正
経
・
吉
田
孫
三
郎
・
岡
成
七
郎
左
衛
門
尉
行
長

岸
田
八
郎
左
衛
門
尉
吉
開

50

二

天
文
一
四
年
＝
一
月
二
五
日

森
信
久
・
吉
長
秀
満
・
岡
成
廉
清
・
竹
岡
才
識
・
広
地
房
秀
・
十
郎
忠
則

成
願
寺

16

大
永
八
年
二
月
二
一
日
〔
売
〕
刑
部
大
夫
↓
正
凋
（
5
7
）
、
天
文
七
年
一
二
月
二
〇
日
〔
寄
〕
正
珊
↓
成
願
寺
（
5
9
）

三

天
文
一
七
年
五
月
三
日

衛
門
尉
康
信
・
竹
森
・
堀
長
・
又
太
□

成
願
寺

18

天
文
＝
ハ
年
三
月
一
日
間
売
〕
翌
前
・
森
室
↓
成
願
寺
（
6
）

四

天
文
二
三
年
一
一
月
三
日

村
林
守
安
・
中
村
富
盛
・
吉
懸
西
康
友

成
願
寺

21

な
し
（
門
御
買
徳
」
と
あ
り
）

五

天
文
二
三
年
＝
月
三
日

村
林
守
安
・
中
村
富
盛
・
吉
懸
西
康
友

春
正
坊
・
真
さ
ん
坊

22

な
し
（
「
竹
室
料
ヨ
リ
御
買
徳
」
と
あ
り
）

六

弘
治
二
年
ご
　
月
二
九
日

松
山
帰
雲
・
岡
島
・
山
下
・
霊
地

成
願
寺

25

天
文
二
四
年
一
一
月
一
五
日
〔
売
〕
北
田
↓
成
願
專
（
6
1
）

七

永
禄
二
年
一
二
月
一
七
日

竹
森
・
場
馬
・
森
地

成
願
寺

34

永
禄
二
年
五
月
＝
二
日
〔
売
〕
竹
嶋
↓
成
願
寺
（
2
8
）

・
典
拠
欄
と
連
券
欄
の
算
用
数
字
は
「
成
願
寺
文
書
」
（
繋
二
重
県
史
』
資
料
編
中
世
二
）
の
番
号
。
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次
に
、
成
願
寺
の
買
得
地
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
、
こ
れ
は
、
【
史
料
一
】
の
連
券
か
ら
、
約
七
ヶ
月
前
の
五
月
　
三
日
に
成
願
寺
が
竹
嶋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

石
見
入
道
盛
重
な
る
人
物
か
ら
買
い
取
っ
た
大
谷
藪
か
ハ
ナ
に
あ
る
八
斗
代
の
下
地
と
判
明
す
る
。
竹
嶋
は
姓
名
・
花
押
を
有
し
て
い
る
点
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ら
地
侍
と
考
え
ら
れ
、
小
照
郷
地
聖
衆
起
請
文
に
登
場
す
る
石
見
入
道
に
当
た
る
可
能
性
が
高
い
。
と
も
あ
れ
、
成
願
寺
は
か
か
る
由
来
を
持

つ
買
得
地
の
権
利
の
保
証
を
竹
森
・
馬
場
・
傘
地
な
る
人
物
に
依
頼
し
、
礼
物
を
支
払
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
判
之
事
承
推
問
」
（
【
史
料
一
】
）
・
「
色
々
承
候
間
」
（
表
一
一
三
）
と
あ
る
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
時
の
所
有
者
が
下
地
の
権
利
の
保
証
を
依

頼
し
た
よ
う
だ
が
、
「
自
瑞
聖
寺
堅
固
御
工
事
」
（
表
～
一
一
）
・
「
以
織
殿
堅
御
回
事
候
聞
」
（
表
一
－
二
）
・
「
松
山
殿
以
三
二
事
被
成
年
」
（
表
一

－
六
）
と
あ
る
よ
う
に
、
仲
介
者
が
立
て
ら
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
礼
物
に
つ
い
て
は
、
【
史
料
二
で
は
保
証
の
対
象
と
な
る
下
地

の
一
年
分
の
得
分
、
表
一
－
二
で
は
五
百
文
と
な
っ
て
お
り
、
基
本
的
に
は
礼
物
が
必
要
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
判
の
意
味
は
a
判
断

b
判
決
。
花
押
（
『
日
国
撫
）
の
い
ず
れ
と
も
と
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
竹
森
・
馬
場
・
森
地
な
ど
の
指
奏
状
に
署
判
ず
る
人
物
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
瀬
田
氏
が
詳
細
に
論
じ
て
い
る
が
、
姓
・
花
押
を
有
し
て
お

り
、
彼
ら
の
　
部
は
小
勢
郷
地
侍
衆
起
請
文
で
確
認
で
き
る
の
で
、
小
平
郷
の
地
墨
衆
と
考
え
ら
れ
る
。
小
還
郷
の
地
聖
衆
は
依
頼
に
応
じ
て

礼
物
を
受
け
取
り
、
徳
政
衆
と
し
て
下
地
の
権
利
を
保
証
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
徳
政
衆
に
つ
い
て
は
、
指
避
状
で
の
み
確
認
で
き
る
も

の
で
、
日
常
的
に
存
在
し
た
機
構
と
ま
で
は
評
価
で
き
な
い
。

　
以
上
、
【
史
料
一
】
の
内
容
を
順
に
確
認
し
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
、
笠
置
状
か
ら
確
実
に
読
み
取
れ
る
こ
と
と
し
て
、
小
鷺
郷
の
地
侍
衆

が
依
頼
に
応
じ
て
礼
物
を
受
け
取
り
、
徳
政
か
ら
下
地
を
守
る
指
置
状
を
発
給
し
て
い
た
事
実
を
押
さ
え
て
お
き
た
い
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
こ
か
ら
本
題
に
入
ろ
う
。
徳
政
か
ら
下
地
を
守
る
【
史
料
一
】
が
求
め
ら
れ
た
直
接
的
契
機
は
何
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
地

侍
衆
に
よ
る
徳
政
の
実
施
に
あ
る
の
か
否
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
瀬
田
氏
は
、
【
史
料
二
の
傍
線
部
に
注
目
し
、
地
侍
衆
が
「
「
此
方
嘉
例
之
徳
政
」
を
出
し
、
そ
れ
を
支
え
る
主
体
」
と
解
釈
し
、
【
史
料

＝
を
自
己
の
徳
政
を
免
除
し
た
も
の
と
評
価
す
る
。
一
方
、
地
上
衆
に
よ
る
徳
政
の
実
施
を
認
め
な
い
中
野
氏
・
池
上
氏
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

72　（894）



戦国期の徳政と地域社会（大河内）

中
野
氏
は
解
釈
を
示
し
て
い
な
い
が
、
池
上
氏
は
「
此
方
嘉
例
の
徳
政
行
（
お
こ
な
）
い
候
と
も
」
と
読
み
、
「
た
と
え
ど
の
よ
う
な
徳
政
が
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

わ
れ
よ
う
と
も
」
と
解
釈
で
き
る
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
池
上
氏
の
解
釈
は
文
言
の
読
み
に
忠
実
で
は
な
い
。
「
行
（
お
こ
な
）
い
」
と
読
む

の
な
ら
ば
、
「
行
（
お
こ
な
）
い
」
の
主
語
は
文
書
の
発
給
者
と
な
り
、
目
的
語
は
「
徳
政
」
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
地
侍
衆
が
徳
政

を
行
う
と
な
る
。
瀬
田
氏
の
解
釈
が
踏
襲
さ
れ
る
一
因
は
こ
の
点
に
あ
る
だ
ろ
う
。

　
そ
れ
で
は
、
【
史
料
一
】
の
傍
線
部
を
い
か
に
読
ん
で
解
釈
す
べ
き
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
ま
ず
、
「
行
」
は
、
当
時
、
「
行
（
い
）
き
」
と
読
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。
傍
線
部
の
文
雷
は
売
券
な
ど
の
徳
政
担
保
文
言
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
徳
政
）
（
行
）
⑨
　
　

（
徳
政
）

同
じ
構
造
を
持
つ
が
、
た
と
え
ば
伊
勢
国
の
そ
れ
を
見
る
と
、
「
天
下
大
法
の
と
く
せ
い
ゆ
き
当
駅
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
と
く
せ
い
」
が
主

　
　
　
　
　
（
行
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
成
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
参
）

語
と
な
り
、
「
ゆ
き
」
が
述
語
と
な
っ
て
い
る
。
「
行
」
の
他
に
は
、
「
有
」
・
「
出
来
」
・
「
な
り
下
」
・
「
候
」
・
「
ま
い
り
」
・
「
過
」
が
述
語
と

　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

し
て
見
え
る
。
つ
ま
り
、
当
時
、
徳
政
担
保
文
言
で
は
擬
人
法
が
用
い
ら
れ
た
点
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
「
此
方
嘉
例
の
徳
政
行
（
い
）
き
候
と
も
」
と
読
む
と
す
れ
ば
、
次
に
、
「
此
方
」
が
ど
の
文
言
に
か
か
る
か
に
よ
っ
て
解
釈
が
異
な
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

く
る
点
が
問
題
と
な
る
。
a
「
嘉
例
」
に
か
か
る
場
合
、
「
こ
ち
ら
に
と
っ
て
嘉
例
の
徳
政
が
や
っ
て
き
て
も
」
。
b
「
徳
政
」
に
か
か
る
場
合
、

「
こ
ち
ら
の
嘉
例
の
徳
政
が
い
っ
て
も
」
。
c
「
行
」
に
か
か
る
場
合
、
「
こ
ち
ら
に
嘉
例
の
徳
政
が
や
っ
て
き
て
も
」
。
こ
れ
以
上
は
論
理
的

に
詰
め
ら
れ
な
い
が
、
a
と
。
の
場
合
、
地
侍
衆
が
徳
政
を
実
施
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
b
の
場
合
で
も
、
そ
も
そ
も
仮
定
形
の

フ
レ
ー
ズ
で
あ
り
、
地
侍
衆
が
徳
政
を
実
施
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

　
従
っ
て
、
地
温
衆
に
よ
る
徳
政
の
実
施
が
【
史
料
二
希
求
の
直
接
的
契
機
で
あ
っ
た
と
は
読
み
取
れ
な
い
。
「
在
地
徳
政
」
を
自
明
視
し

て
指
置
状
を
解
釈
し
た
り
、
こ
れ
に
独
自
の
意
義
づ
け
を
し
た
り
す
る
の
は
危
険
と
い
え
る
。

　
そ
れ
で
は
、
二
期
状
希
求
の
直
接
的
契
機
に
つ
い
て
、
中
野
氏
・
池
上
氏
は
ど
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
両
氏
は
、
笠
松
宏

至
氏
・
勝
俣
鎮
夫
氏
が
想
定
す
る
旧
所
有
者
の
取
り
戻
し
権
（
以
下
、
本
主
権
）
を
措
定
し
つ
つ
、
旧
所
有
者
が
本
主
権
に
も
と
づ
き
徳
政
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

要
求
し
て
紛
争
が
起
こ
っ
た
の
で
、
そ
の
紛
争
の
解
決
の
た
め
に
指
置
状
が
求
め
ら
れ
た
と
説
明
し
て
い
る
。
さ
ら
に
両
氏
は
、
所
有
者
が
替
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わ
っ
て
か
ら
指
置
状
が
発
給
さ
れ
る
ま
で
の
期
聞
の
多
く
が
約
一
年
以
内
な
の
で
、
本
主
権
は
約
一
年
間
有
効
だ
っ
た
と
ま
で
論
じ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
し
か
し
な
が
ら
、
学
界
の
社
会
史
ブ
ー
ム
に
乗
っ
て
一
世
を
風
靡
し
た
本
主
権
論
に
対
し
て
は
、
近
年
相
次
い
で
批
判
が
提
出
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
存
在
が
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
本
主
権
を
措
定
し
て
史
料
を
解
釈
す
る
の
は
危
険
と
い
え
る
。
ま
た
、
【
史
料
二
か
ら
、

本
主
権
に
も
と
つ
く
徳
政
に
関
す
る
紛
争
が
門
史
料
二
希
求
の
直
接
的
契
機
で
あ
っ
た
と
は
読
み
取
れ
な
い
。

　
要
す
る
に
、
指
置
状
か
ら
、
指
置
状
希
求
の
直
接
的
契
機
を
読
み
取
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
あ
る
。

　
と
は
い
え
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
本
主
権
を
措
定
せ
ず
と
も
実
態
に
即
し
た
形
で
、
可
能
性
の
一
つ
を
提
示
し
う
る
。
【
史
料
一
】
で
、
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

願
寺
が
売
買
の
約
七
ヶ
月
後
に
下
地
の
一
年
分
の
得
分
を
今
代
と
し
て
地
公
衆
へ
支
払
っ
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
こ
か
ら
、
新
所
有
者
が

下
地
の
得
分
を
収
取
し
た
段
階
で
、
こ
れ
を
指
置
上
獲
得
費
用
に
回
し
、
徳
政
を
予
防
し
よ
う
と
動
い
た
と
い
う
解
釈
も
成
り
立
ち
う
る
。
所

有
者
が
替
わ
っ
て
か
ら
指
思
至
が
発
給
さ
れ
る
ま
で
の
タ
イ
ム
ラ
グ
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
以
上
、
本
章
で
は
、
「
在
地
徳
政
」
の
根
拠
と
な
っ
た
食
置
状
を
再
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
指
餅
状
か
ら
確
実
に
読
み
取
れ
る
こ
と

は
、
小
倭
郷
の
地
塁
衆
が
依
頼
に
応
じ
て
礼
物
を
受
け
取
り
、
徳
政
か
ら
下
地
を
守
る
指
置
状
を
発
給
し
て
い
た
事
実
だ
け
で
あ
る
と
判
明
し

た
。
先
行
研
究
の
よ
う
に
、
地
籍
衆
に
よ
る
徳
政
の
実
施
や
本
主
権
に
も
と
つ
く
徳
政
に
関
す
る
紛
争
が
指
置
状
希
求
の
直
接
的
契
機
で
あ
っ

た
と
は
読
み
取
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
①
「
成
願
寺
文
無
」
三
四
号
（
聾
二
重
県
史
幅
資
料
編
中
世
二
、
二
〇
〇
五
年
〉
。
　
　
④
明
応
三
年
（
一
四
九
四
）
九
月
二
一
日
付
鼻
倭
郷
地
侍
童
起
請
文
（
「
成
願
寿

　
本
文
で
引
用
す
る
史
料
に
つ
い
て
は
、
成
願
寺
の
原
本
や
京
都
大
学
古
文
轡
室
の

　
影
写
本
に
よ
っ
て
校
訂
を
加
え
て
い
る
。

②
永
享
＝
年
（
～
四
三
九
）
～
二
月
二
日
三
聖
弥
源
次
畠
地
売
券
（
「
日
浦
家

　
文
書
」
二
号
『
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
資
料
館
研
究
紀
要
』
一
四
、
一
九
八
一

　
年
）
。

③
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
五
月
＝
二
日
付
竹
野
石
見
入
道
盛
重
・
御
干
代
女
田

　
地
猛
爆
状
（
「
成
願
寺
文
書
」
二
八
号
）
。

　
文
書
」
二
号
）
。
な
お
、
同
年
九
月
一
五
日
付
置
倭
郷
百
姓
衆
起
請
文
（
同
一
号
）

　
も
あ
り
、
地
侍
衆
と
百
姓
衆
が
区
別
さ
れ
て
い
た
こ
と
や
、
百
姓
衆
の
多
く
が
地

　
侍
衆
に
被
官
化
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

⑤
瀬
田
は
じ
め
に
注
①
論
文
二
三
二
Σ
＝
二
九
頁
。

⑥
瀬
田
は
じ
め
に
注
①
論
文
ニ
ニ
○
買
。

⑦
池
上
は
じ
め
に
注
⑥
論
文
二
～
九
頁
。

⑧
「
徳
政
行
」
の
語
順
の
場
合
、
と
く
に
徳
政
担
保
文
言
で
は
、
徳
政
が
主
語
で
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戦国期の徳政と地域社会（大河内）

　
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
が
、
徳
政
が
目
的
語
と
し
て
文
頭
に
き
て
い
る
可
能

　
性
も
あ
る
。
「
行
徳
政
」
の
語
順
の
場
合
、
「
行
（
お
こ
な
）
う
扁
と
読
む
べ
き
で

　
あ
る
。

⑨
永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
二
月
吉
日
付
北
二
郎
兵
衛
屋
敷
売
券
案
（
「
角
屋
関

　
係
資
料
」
燭
三
重
県
史
』
資
料
編
中
世
二
別
冊
伊
勢
神
窟
所
蔵
文
書
補
遺
、
二
〇

　
〇
五
年
、
一
六
八
頁
）
。

⑩
「
有
」
は
、
永
享
二
年
（
一
四
三
〇
）
五
月
二
七
日
付
竈
語
次
郎
塩
浜
売
券

　
（
「
太
田
家
古
文
書
」
『
三
重
県
史
』
資
料
編
中
世
一
下
、
一
九
九
九
年
、
三
三

　
頁
）
。
「
出
来
」
は
、
同
四
年
八
月
｝
＝
日
付
高
柳
友
継
・
久
阿
屋
敷
売
券
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
戒
）

　
（
門
太
田
家
古
文
轡
」
同
前
、
九
五
頁
）
。
門
な
り
下
」
は
、
延
徳
四
年
（
一
四
九

　
二
）
九
月
一
日
付
ま
け
屋
清
重
道
者
売
券
（
「
輯
古
帖
」
同
前
、
七
九
一
頁
）
。

　
「
候
」
は
、
永
正
一
五
年
（
一
五
一
八
）
九
月
二
一
日
付
礼
部
貞
給
道
者
売
券

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
参
）

　
（
「
幸
福
大
夫
文
書
」
同
前
、
一
六
九
頁
）
。
「
ま
い
り
」
は
、
天
正
七
年
（
一
五

　
七
九
）
六
月
二
六
日
付
麹
置
家
泰
・
家
次
田
地
売
券
（
「
輯
古
帖
」
同
前
、
七
九

　
〇
頁
）
。
「
過
」
は
、
同
九
年
三
月
吉
日
付
馬
翼
成
永
荒
地
売
券
案
（
「
角
屋
関
係

　
申
貧
料
一
『
一
二
重
一
県
史
㎞
痴
貧
料
編
中
世
二
別
冊
悶
、
　
一
山
ハ
三
頁
）
。

⑪
す
で
に
桜
井
英
治
氏
は
、
徳
政
担
保
文
言
に
つ
い
て
、
「
仮
名
誉
き
の
も
の
が

　
多
」
く
、
「
「
徳
政
行
く
」
は
口
語
か
ら
生
ま
れ
た
表
現
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
」

　
と
し
、
徳
政
は
「
民
衆
の
意
思
と
無
関
係
に
突
然
や
っ
て
き
て
、
広
い
範
囲
に
深

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
章

　
い
爪
痕
を
残
し
て
去
っ
て
ゆ
く
」
外
在
的
な
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
た
と
述
べ
て

　
い
る
（
桜
井
は
じ
め
に
注
⑦
論
文
二
六
頁
）
。
卓
見
で
あ
る
。

⑫
門
嘉
例
」
が
あ
ま
り
意
味
を
持
た
な
い
接
頭
語
か
、
意
味
を
持
つ
単
語
か
と
い

　
う
問
題
は
あ
る
が
、
後
者
の
場
合
で
も
、
地
侍
衆
は
成
願
寺
に
対
し
て
は
債
務
者

　
で
あ
り
、
矛
盾
は
生
じ
な
い
。

⑬
中
野
は
じ
め
に
注
⑥
論
文
五
三
・
五
六
頁
、
池
上
は
じ
め
に
注
⑥
論
文
ニ
ニ
一

　
頁
。
久
留
島
は
じ
め
に
注
⑦
轡
＝
一
頁
も
同
様
に
説
明
す
る
。
な
お
、
本
主
権

　
に
つ
い
て
は
、
笠
松
宏
至
「
中
世
の
政
治
・
社
会
思
想
」
（
『
日
本
中
世
法
史
論
』

　
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
九
年
、
初
出
一
九
七
八
年
）
、
勝
俣
は
じ
め
に
注
⑦

　
論
文
、
笠
松
は
じ
め
に
注
③
轡
を
参
照
。

⑭
菅
野
文
墨
「
中
世
に
お
け
る
土
地
売
買
と
質
契
約
」
（
『
史
学
雑
誌
聴
九
＝
T
九
、

　
一
九
八
四
年
）
、
臼
田
は
じ
め
に
注
③
論
文
、
早
島
大
祐
「
も
の
は
も
ど
る
の
か
扁

　
（
中
世
後
期
研
究
会
編
『
室
町
・
戦
国
期
研
究
を
読
み
な
お
す
㎞
思
文
閣
出
版
、

　
二
〇
〇
七
年
）
。

⑮
　
戦
国
期
の
近
江
国
甲
賀
郡
で
は
、
新
所
有
者
が
売
買
と
同
時
に
下
地
の
一
・
二

　
年
分
の
得
分
を
旧
所
有
者
へ
支
払
う
こ
と
で
徳
政
を
予
防
す
る
徳
政
落
居
と
い
う

　
慣
行
が
存
在
し
た
こ
と
（
村
田
修
三
「
戦
国
時
代
の
小
領
主
」
噸
日
本
史
研
究
』

　
＝
一
襲
、
一
九
七
三
年
）
も
参
考
と
な
る
。

指
置
状
が
出
現
し
た
背
景
一
戦
国
期
に
お
け
る
手
勢
国
の
徳
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
そ
も
そ
も
、
「
成
願
寺
文
書
」
中
の
売
券
に
「
天
下
大
法
之
徳
政
行
候
共
」
と
散
見
す
る
よ
う
に
、
ま
た
、
指
置
状
に
「
天
下
大
法
之
徳
政

行
候
共
」
（
専
一
－
一
）
・
「
如
何
様
之
徳
政
行
申
候
と
も
」
（
表
一
－
二
）
・
「
此
方
嘉
例
之
徳
政
行
候
共
」
（
【
史
料
二
）
と
あ
る
よ
う
に
、
小
倭
郷

の
人
々
が
徳
政
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
瀬
田
氏
は
「
「
天
下
一
同
之
徳
政
」
と
い
う
画
｝
的
な
表
現
し

か
用
い
ら
れ
て
い
な
い
場
合
で
も
、
実
際
に
は
各
々
が
、
自
分
の
身
辺
に
即
し
た
徳
政
を
意
識
の
内
に
お
い
て
い
た
と
考
え
て
さ
し
つ
か
え
な
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表
二
　
中
世
・
近
世
初
頭
に
お
け
る
伊
勢
国
の
徳
政
に
関
す
る
事
例

番
号

年

主
体

文
　
　
　
　
　
雷

典
　
　
　
　
拠

㎝

正
長
元

春
日
若
宮
社
日
記
正
長
元
年
～
［
月
条
禽
国
史
大
系
　
三
四
　
後
歯
』
七
九
四
頁
）
、
河
崎
年
代
記
正
長
元
年
条
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
謄
写
本
）
、
満
済
母
后
日
記
正
長
二
年
七
月
二
〇
巳
条
（
『
続
群
書
類
従
　
補
遺
一
㎞
下
巻
、
六
四
頁
）

二

文
明
三
～
明
応
年
間

北
畠
氏

門
号
借
物
難
生
申
子
細
、
先
御
代
以
成
敗
就
徳
政
行
不
及
沙
汰
偏

明
応
八
年
八
月
二
B
付
北
畠
材
親
判
物
（
稲
本
紀
昭
編
網
国
立
公
文
書
館
蔵
　
沢
氏
古
文
書
』
三
三
五
号
）

三

長
享
二

北
畠
氏

「
質
地
・
買
得
・
寄
進
工
事
、
被
除
今
度
徳
政
以
下
候
、
巴
後
不
可
有
其
食
思
旨
、
依
仰
執
達
如
件
」

長
享
二
年
一
～
月
｝
一
日
付
北
畠
材
親
御
教
書
（
延
命
寺
文
書
『
三
重
県
史
』
資
料
編
中
世
二
、
三
九
六
頁
〉

四

明
応
三

北
畠
氏

「
西
黒
部
百
性
放
券
拝
質
地
山
事
、
任
法
度
据
置
有
成
敗
之
由
令
存
知
霞
目
扁
、
「
西
黒
部
御
百
沢
目
放
券
質
地
事
、
御
法
度
認
可
被
執
返
崩
御
下
知
上
者
、
難
為
権
門
方
又
御
判
下
厳
重
可
被
申
付
由
被
仰
出
置
」

明
応
三
年
九
月
六
B
付
北
畠
材
親
判
物
（
『
沢
氏
古
文
轡
』
一
四
号
）
、
明
応
三
年
九
月
六
日
付
朴
木
文
型
書
状
（
同
一
五
二
号
）

五

永
正
元

「
同
十
一
月
十
五
日
に
徳
政
事
候
て
、
次
の
年
六
月
迄
山
田
さ
わ
ぎ
申
候
」
、
「
永
正
元
甲
子
霜
月
十
五
冒
山
田
徳
政
乱
」
、
「
殊
又
山
田
徳
政
大
乱
打
続
く
、
念
劇
毒
折
節
借
銭
等
一
向
不
叶
条
」

六

永
正
～
四
～
大
永
五

北
畠
氏

「
於
神
戸
郷
内
徳
政
与
族
趾
為
権
門
方
至
暦
前
者
可
被
申
付
候
」

一
〇
月
九
日
付
北
畠
強
国
判
物
（
『
沢
氏
古
文
書
』
六
二
号
）

七

天
文
一
二

［
徳
政
」

私
日
記
天
文
一
二
年
一
〇
月
山
（
稲
本
紀
昭
「
神
宮
文
庫
所
蔵
㎎
私
日
記
』
に
つ
い
て
」
『
三
重
県
史
研
究
㎞
　
～
一
、
七
三
頁
）

八

弘
治
元

「
徳
政
の
乱
」

伊
勢
軍
談
（
州
宇
治
山
田
市
史
㎞
下
巻
、
｝
五
二
七
頁
）

九

永
禄
元

長
野
氏

「
今
度
両
三
徳
政
錐
申
候
、
判
之
儀
者
～
円
活
喩
上
候
、
重
隠
宅
徳
政
候
、
於
末
代
不
可
有
相
違
、
丼
如
何
様
之
錐
為
在
所
、
此
人
数
之
内
諸
成
物
・
借
シ
物
共
二
催
促
等
延
事
有
之
問
敷
候
扁

永
禄
元
年
四
月
二
四
日
目
長
野
藤
定
判
物
（
分
三
文
轡
『
美
里
村
史
』
上
巻
、
工
九
四
頁
）
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戦国期の徳政と地域社会（大河内）

一
〇

永
禄
六

北
畠
氏

一
一

永
禄
九

北
畠
氏

「
就
山
田
徳
政
之
儀
委
細
被
申
候
、
惚
々
事
者
別
而
御
被
官
之
儀
別
間
、
不
可
有
御
疎
略
候
」

（
永
禄
九
年
）
閏
八
月
一
四
日
付
北
畠
氏
奉
行
人
奉
書
（
来
田
文
書
（
京
都
大
学
古
文
書
室
写
真
帳
）
）

｝
二

永
禄
一
一

「
永
禄
十
一
年
戊
辰
二
月
晦
日
徳
政
衆
退
（
中
略
）
六
月
六
日
同
八
日
徳
政
衆
常
明
寺
不
渡
」

一
三

元
亀
懇

田
丸
氏

「
地
徳
政
井
先
百
性
錐
釜
日
所
、
監
物
買
徳
盛
儀
者
不
可
有
被
発
儀
候
」

元
亀
四
年
三
月
一
〇
B
付
田
丸
忠
弘
晋
状
（
来
田
文
書
（
京
都
大
学
古
文
書
室
写
真
帳
）
）

一
四

天
正
三

北
畠
氏

一
五

天
正
二

織
田
氏

（
天
正
　
一
年
）
九
月
二
六
日
付
羽
柴
秀
吉
書
状
（
上
部
二
丁
魍
可
睡
斎
史
料
集
㎞
思
文
閤
出
版
、
二
｝
五
頁
〉

一
六

天
正
＝
二

「
分
領
徳
政
錐
申
付
、
於
祠
堂
者
不
可
異
儀
之
事
」

天
正
一
三
年
＝
一
月
日
付
某
禁
制
案
（
興
正
寺
文
書
噸
三
重
県
史
』
資
料
編
中
世
二
、
四
二
頁
）

・
年
代
記
な
ど
の
二
次
史
料
を
含
め
て
作
成
し
た
。
二
次
史
料
の
成
立
年
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
河
崎
年
代
記
…
寛
永
（
＝
ハ
ニ
四
～
四
五
）
頃
～
宝
永
（
～
七
〇
四
～
一
〇
）

頃
。
内
宮
物
忌
年
代
記
…
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
以
前
。
伊
勢
軍
談
…
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
。
松
木
集
彦
年
代
記
：
・
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
〉
以
前
。
松
阪
雑
集
…
宝
暦

二
年
（
…
七
五
二
）
。
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②い
」
と
指
摘
す
る
。
こ
の
指
摘
は
妥
当
だ
が
、
瀬
田
氏
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
「
在
地
徳
政
」
を
導
く
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
指
商

状
か
ら
「
在
地
徳
政
」
を
読
み
取
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
他
の
史
料
か
ら
小
倭
郷
の
人
々
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
徳
政
を
意
識
し
て
い
た
の

か
を
探
る
必
要
が
あ
る
。

　
本
章
で
は
、
如
上
の
目
的
を
果
た
す
た
め
、
小
園
郷
の
三
重
す
る
伊
勢
国
に
ま
で
視
野
を
広
げ
て
、
徳
政
に
関
す
る
事
例
を
収
集
し
て
検
討

し
た
い
。
表
二
は
、
広
く
中
世
・
近
世
初
頭
の
史
料
を
調
査
し
、
伊
勢
国
の
徳
政
に
関
す
る
事
例
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
伊
勢
国
の
徳
政
に
関
す
る
事
例
の
初
見
は
表
二
一
一
で
あ
る
。
正
長
元
年
（
…
四
二
八
）
に
諸
国
で
徳
政
「
揆
が
蜂
起
し
た
こ
と
は
有
名
だ

が
、
伊
勢
亀
で
は
伊
勢
神
宮
内
宮
・
外
宮
の
門
前
町
た
る
宇
治
・
山
田
で
徳
政
を
め
ぐ
る
騒
擾
が
起
き
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
表

二
で
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
戦
国
期
に
至
っ
て
徳
政
に
関
す
る
事
例
が
多
く
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
点
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

行
研
究
で
雷
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
実
は
こ
う
し
た
時
期
に
小
倭
郷
で
指
網
状
が
出
現
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
以
下
、
戦
国
期
に
お
け
る
伊
勢
国
の
徳
政
に
関
す
る
事
例
に
つ
い
て
具
体
的
に
見
て
い
こ
う
。

　
ま
ず
触
れ
る
べ
き
は
、
南
伊
勢
（
；
心
郡
・
飯
高
郡
・
飯
野
郡
・
多
気
郡
・
度
会
郡
）
の
上
位
権
力
た
る
北
畠
氏
の
徳
政
令
や
徳
政
免
除
が
多
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

確
認
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
表
ニ
ー
一
一
・
三
か
ら
、
北
畠
氏
は
早
く
一
五
世
紀
末
期
に
は
徳
政
令
を
発
布
し
、
一
方
で
そ
の
適
用
を
免
除
し
て

い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
が
、
北
畠
氏
の
徳
政
令
の
性
格
を
知
る
上
で
表
二
一
四
の
事
例
は
重
要
で
あ
る
。
以
下
に
史
料
を
掲
げ
る
。

　
　
　
　
⑤

　
　
【
史
料
二
】
北
畠
材
親
覇
物

　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

　
西
黒
部
百
性
放
券
丼
質
地
等
事
、
任
法
度
旨
可
有
成
敗
之
由
令
存
知
歯
舞
、
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
（
一
四
九
四
〉

　
　
（
後
筆
）
「
明
応
三
年
甲
寅
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
畠
材
親
V

　
　
　
　
九
月
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
　
　
　
　
沢
兵
部
大
輔
と
の
へ

　
　
（
包
紙
ウ
ワ
書
、
切
継
）
「
沢
兵
部
大
輔
と
の
へ
　
材
親
」
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戦国期の徳政と地域社会（大河内）

　
　
　
⑥

【
史
料
三
】
朴
木
文
躬
書
状

　
　
　
　
ハ
マ
マ
　

西
黒
部
御
百
二
等
放
券
質
地
事
、
任
御
法
度
車
懸
被
執
返
本
御
下
知
上
者
、
無
為
権
門
方
又
御
判
下
厳
重
可
被
申
付
由
被
弾
出
候
、

曲
尚
両
使
可
被
申
候
、
恐
々
謹
言
、

（
後
筆
）
「
明
応
王
年
甲
寅
」

　
　
　
九
月
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
躬
（
花
押
）

　
　
　
沢
殿
人
々
御
中

（
ウ
ワ
書
、
切
継
）
「
沢
殿
入
々
御
中
　
朴
木
刑
部
丞
文
躬
」

　
　
　
⑦

【
史
料
四
】
北
畠
材
親
判
物

西
黒
部
海
上
警
固
事
、
可
被
申
付
候
由
令
存
知
候
、
自
然
就
新
車
子
細
候
者
重
出
可
融
候
也
、
謹
言
、

（
後
筆
）
「
明
応
三
年
甲
寅
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
畠
材
親
）

　
　
　
九
月
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
　
　
　
沢
兵
部
大
輔
と
の
へ

（
ウ
ワ
書
、
切
継
）
「
（
墨
引
跡
）
材
親
」

委

　
　
門
史
料
二
】
と
そ
の
愚
状
た
る
【
史
料
三
】
は
、
北
畠
氏
の
被
官
た
る
沢
氏
が
結
晶
を
務
め
る
飯
野
郡
西
黒
部
の
百
姓
に
関
す
る
も
の
で
、

彼
ら
の
質
券
・
放
券
を
法
度
の
旨
に
任
せ
て
取
り
返
す
こ
と
を
承
認
・
下
知
し
、
た
と
え
質
券
・
放
業
を
所
持
し
て
い
る
の
が
権
門
方
で
あ
っ

て
も
同
様
と
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
西
黒
部
の
百
姓
に
対
し
て
徳
政
令
を
発
布
し
た
も
の
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
重
要
な
の
は
、
同

日
付
の
【
史
料
四
】
で
、
西
黒
部
の
百
姓
に
対
す
る
海
上
警
固
役
の
賦
課
を
承
認
し
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
徳
政
令
の
発
布
と
役
の
賦

課
は
、
北
畠
氏
・
沢
氏
に
よ
る
西
黒
部
の
百
姓
に
対
す
る
ア
メ
と
ム
チ
の
政
策
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
北
畠
氏
は
政
策
と
し
て
在
所
別
の

徳
政
令
を
発
布
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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さ
ら
に
、
北
畠
氏
の
徳
政
令
の
性
格
を
知
る
上
で
表
ニ
ー
一
〇
・
一
一
・
一
五
の
「
山
田
徳
政
」
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
か

つ
て
豊
田
武
芸
が
山
田
三
方
（
都
市
共
同
体
）
の
徳
政
令
と
評
価
し
た
が
、
す
で
に
西
山
克
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
北
畠
氏
や
北
畠
氏
の
名

跡
を
継
い
だ
織
田
氏
の
山
田
三
方
に
対
す
る
徳
政
令
で
あ
り
、
山
田
三
方
の
構
成
員
で
あ
る
御
師
は
、
多
く
は
債
権
者
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

喘
い
で
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
債
権
者
の
集
団
が
自
ら
の
首
を
絞
め
る
徳
政
令
を
発
布
す
る
理
由
は
見
当
た
ら
な
い
。
表
ニ
ー
一
〇
の
場

合
、
「
難
亥
年
徳
政
行
候
」
と
い
う
表
現
も
見
え
る
の
で
、
永
禄
六
年
（
～
五
六
三
）
に
実
際
に
徳
政
令
が
発
布
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

表
二
一
＝
で
「
別
而
御
被
官
之
藩
候
間
」
と
あ
る
ご
と
く
、
北
畠
氏
へ
の
被
官
化
に
よ
っ
て
か
か
る
徳
政
令
か
ら
逃
れ
え
た
こ
と
も
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

要
す
る
に
、
北
畠
氏
は
、
徳
政
令
に
よ
っ
て
山
田
三
方
に
圧
力
を
か
け
つ
つ
、
被
官
化
し
た
御
師
に
は
徳
政
免
除
を
与
え
て
、
山
田
三
方
の
掌

握
を
試
み
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
も
ま
た
、
北
畠
氏
が
政
策
と
し
て
在
所
別
の
徳
政
令
を
発
布
し
た
も
の
で
あ
り
、
北
畠
氏
が
債
務
者
に

対
す
る
恩
恵
と
債
権
者
に
対
す
る
圧
力
と
い
う
両
面
の
性
格
を
持
つ
徳
政
令
を
駆
使
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　
さ
ら
に
、
見
逃
せ
な
い
の
が
表
ニ
ー
一
四
の
事
例
で
あ
る
。
「
分
国
徳
政
」
を
「
申
付
」
と
あ
る
よ
う
に
、
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
に
北
畠

氏
が
分
国
（
南
樹
勢
）
を
対
象
に
徳
政
令
を
発
布
し
た
も
の
で
、
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
代
替
わ
り
の
徳
政
令
、
す
な
わ
ち
、
織
田
信
長
の
次
男

で
北
畠
氏
の
養
子
と
な
っ
た
信
意
が
北
畠
氏
の
家
督
を
継
承
し
た
際
に
発
布
し
た
も
の
か
、
織
田
政
権
の
徳
政
令
と
関
わ
っ
て
発
布
し
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

か
、
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
北
畠
氏
は
自
己
の
契
機
に
も
と
づ
き
広
域
の
徳
政
令
を
発
布
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
や
は
り

北
畠
氏
へ
の
忠
節
に
よ
っ
て
徳
政
免
除
が
な
さ
れ
た
こ
と
も
わ
か
る
。

　
上
位
権
力
と
い
う
点
で
は
、
北
畠
氏
や
織
田
氏
の
他
、
表
ニ
ー
九
の
安
濃
郡
・
奄
芸
郡
の
上
位
権
力
た
る
長
野
氏
の
徳
政
令
に
も
触
れ
る
べ

　
　
　
⑪

き
だ
ろ
う
。
永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
、
長
野
氏
は
自
己
の
支
配
領
域
に
徳
政
令
を
発
布
し
た
が
、
こ
れ
は
、
北
畠
具
教
の
次
男
で
長
野
氏
の
養

子
と
な
っ
た
具
藤
が
家
督
を
継
承
し
た
際
に
発
布
し
た
も
の
の
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
上
位
権
力
が
自
己
の
契
機
に
も
と
づ
き
広
域

の
徳
政
令
を
発
布
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
他
、
表
二
一
五
・
七
・
八
・
一
二
の
よ
う
に
、
山
田
で
徳
政
を
め
ぐ
る
騒
擾
が
確
認
さ
れ
る
が
、
か
か
る
騒
擾
が
起
き
た
背
景
は
残
念
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戦国期の徳政と地域社会（大河内）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

な
が
ら
不
明
で
あ
る
。
表
二
一
五
の
場
合
、
永
正
元
年
（
一
五
〇
四
）
の
幕
府
の
徳
政
令
と
関
連
す
る
可
能
性
も
あ
る
し
、
い
ず
れ
と
も
北
畠

氏
の
徳
政
令
と
関
連
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
以
上
こ
こ
ま
で
、
戦
国
期
の
伊
勢
国
で
は
、
北
畠
氏
を
筆
頭
と
し
て
長
野
氏
や
織
田
氏
と
い
っ
た
上
位
権
力
が
臼
己
の
政
策
や
契
機
に
も
と

づ
き
在
所
別
や
広
域
の
徳
政
令
を
発
布
し
た
り
、
山
田
で
徳
政
を
め
ぐ
る
騒
擾
が
起
き
た
り
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
て
き
た
。
と
り
わ
け
北

畠
氏
の
支
配
領
域
た
る
南
伊
勢
の
人
々
は
望
む
望
ま
ぬ
に
拘
わ
ら
ず
徳
政
と
密
接
に
関
わ
る
状
況
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
が
、
債
権
者
・
買
得

者
に
と
っ
て
右
の
如
き
性
格
を
持
つ
上
位
権
力
の
徳
政
令
は
不
意
に
や
っ
て
く
る
脅
威
だ
っ
た
に
相
違
な
い
。
何
故
な
ら
債
務
者
・
売
却
者
は

上
位
権
力
の
後
ろ
盾
を
え
て
徳
政
を
要
求
し
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
か
か
る
状
況
の
も
と
で
人
々
は
ど
の
よ
う
に
徳
政
に
対
応
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
一
端
を
捉
え
る
べ
く
、
第
一
章
で
も

し
ば
し
ば
触
れ
た
売
券
の
徳
政
担
保
文
藻
に
注
目
し
た
い
。
徳
政
担
保
文
様
と
は
、
売
券
な
ど
の
契
約
文
書
に
「
天
下
大
法
之
徳
政
行
候
共
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
有
〉
（
間
）
　
⑬

此
下
地
於
子
々
孫
々
二
違
乱
煩
あ
る
ま
敷
候
」
な
ど
と
特
記
さ
れ
る
文
言
の
こ
と
で
、
徳
政
が
あ
っ
て
も
そ
の
契
約
は
破
棄
し
な
い
と
保
証
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

る
意
味
合
い
を
持
つ
。
す
で
に
宝
月
圭
吾
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
徳
政
が
警
戒
さ
れ
た
こ
と
の
反
映
と
し
て
徳
政
担
保
文
雷
が
現
れ
る
の
で

あ
り
、
徳
政
へ
の
対
応
の
在
り
方
を
捉
え
る
際
に
は
こ
の
文
言
の
分
析
が
有
効
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
広
く
中
世
・
近
世
初
頭
の
伊
勢
国
に
関
す
る
売
券
を
収
集
し
て
、
そ
の
数
と
徳
政
担
保
文
言
を
持
つ
売
券
の
数
、
お
よ
び
そ
れ
ら

の
割
合
を
四
半
世
紀
別
に
記
し
て
み
た
の
が
表
三
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
一
五
世
紀
第
二
四
半
期
に
突
如
と
し
て
売
券
の
約
三
割
に
徳
政

担
保
文
言
が
出
現
し
、
一
五
世
紀
第
四
四
半
期
以
降
は
そ
の
割
合
が
増
加
し
て
い
き
、
　
六
世
紀
第
二
四
半
期
以
降
は
そ
の
割
合
が
約
九
割
に

　
　
　
⑮

も
達
す
る
。
こ
れ
は
、
こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
伊
勢
国
の
徳
政
に
関
す
る
事
例
の
検
出
数
の
増
加
と
お
お
よ
そ
呼
応
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
表
三
で
使
用
し
た
売
券
の
大
部
分
に
関
わ
る
伊
勢
神
宮
周
辺
の
人
々
は
、
か
な
り
の
割
合
で
徳
政
を
意
識
し
て
徳
政
対
策
を
講
じ
て
い

た
と
評
価
し
う
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
徳
政
担
保
文
言
の
定
型
句
化
と
い
う
問
題
が
あ
る
の
で
、
多
少
割
り
引
い
て
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
｝
方
で
、
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表罫　中世・近世初頭における伊勢国の売券の数

西　暦 売券の数
徳政担保文言を

揩ﾂ売券の数
害拾（96）

1201～ 12 0 0

1226～ 25 0 0

1251～ 21 0 0

1276～ 28 o 0

1301～ 16 1 8

1326～ 15 0 0

1351～ 12 0 0

1376～ 18 0 0

1401～ 41 0 0

1426～ 59 17 29

1451～ 83 11 13

1476～ 80 34 43

1501～ 139 93 67

1526～ 233 202 87

1551～ 241 215 89

1576～ 171 150 88

・典拠は，『三重県史』資料編中世一上・一下・二・二別冊，鏑矢伊勢方記（陳京学芸大学附属高

等学校研究紀要』四・五），森田周作氏所蔵文書（揮羽曳野市史』四），猪熊文書（松騰久人編

　肱島大学所蔵猪熊文鶴一），専修寺文書（平松令三編『真宗史料集成遷四），橋村家文書

　（沃理図書館善本叢書和書之部六十八巻　古文書鰻），来田文闘（京都大学古文書室写真帳），

僻勢松木文書（京都大学古文書室写真帳）。

　
以
上
、
本
章
で
は
、
伊
勢
国
の
徳
政
に
関

す
る
事
例
を
収
集
し
て
検
討
し
、
戦
国
期
の

南
伊
勢
で
は
北
畠
氏
の
徳
政
令
を
中
心
に
徳

徳
政
担
保
文
言
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
富

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

な
点
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は

論
旨
に
関
わ
る
上
例
を
挙
げ
る
に
留
め
る
が
、

た
と
え
ば
「
自
然
為
御
上
様
6
天
下
大
法
徳

政
地
起
訴
候
共
」
・
「
又
御
本
所
様
ヨ
リ
被
仰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

出
徳
政
行
候
共
」
と
い
う
文
言
が
あ
り
、
こ

れ
ら
は
年
次
や
北
畠
氏
当
主
を
指
す
「
御
本

所
様
」
と
い
う
表
現
か
ら
す
る
と
、
北
畠
謝

意
の
徳
政
令
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
「
千
丁
分
丁
丁
御
下
地
徳
政
丁
丁
共
」

　
　
　
　
　
　
　
⑱

と
い
う
文
言
も
あ
り
、
御
分
冊
が
北
畠
氏
の

分
領
を
指
す
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
北
畠
氏
の

広
域
的
徳
政
令
を
意
識
し
た
も
の
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
伊
勢
神
宮
周
辺
の
人
々
が
北
畠

氏
の
徳
政
令
を
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
の
で
あ
る
。
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戦国期の徳政と地域社会（大河内）

政
の
脅
威
が
広
ま
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
と
り
わ
け
伊
勢
神
宮
周
辺
の
人
々
が
か
な
り
の
割
合
で
徳
政
を
意
識
し
て
徳
政
対
策
を
講
じ
て

い
た
こ
と
を
見
て
き
た
。
従
来
、
こ
う
し
た
社
会
状
況
が
存
在
し
た
こ
と
は
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
が
、
か
か
る
状
況
と
生
干
郷
が
無
関
係
だ
っ

た
と
考
え
る
の
は
難
し
い
。
実
際
、
小
品
郷
の
地
理
に
注
目
す
る
と
、
小
面
郷
は
、
参
宮
街
道
と
北
畠
氏
の
本
拠
た
る
多
気
か
ら
八
手
俣
川
を

逓
っ
て
雲
出
川
・
伊
勢
湾
へ
至
る
重
要
ル
ー
ト
と
が
交
わ
る
交
通
の
要
衝
に
位
置
し
、
北
畠
氏
の
本
拠
と
密
接
に
繋
が
る
場
所
に
あ
る
。
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

上
、
北
畠
氏
が
小
遠
郷
の
地
侍
を
軍
事
動
員
し
た
り
、
彼
の
鴨
宮
を
処
罰
し
た
り
し
て
お
り
、
小
編
郷
は
北
畠
氏
と
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

た
。
こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、
小
下
郷
の
人
々
も
北
畠
氏
の
徳
政
令
を
中
心
に
徳
政
を
意
識
し
て
い
た
蓋
然
性
が
高
い
。
そ
し
て
、
そ
の

結
果
、
「
成
願
寺
文
書
」
中
の
売
券
の
徳
政
担
保
文
言
や
徳
政
か
ら
下
地
を
守
る
指
置
状
が
出
現
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

①
　
「
成
願
寺
文
書
」
六
・
一
〇
・
二
七
・
五
六
号
。
煩
雑
に
な
る
の
を
避
け
る
た

　
め
に
文
誉
名
を
省
略
し
た
。

②
瀬
田
は
じ
め
に
注
①
論
文
二
　
六
頁
。

③
個
別
の
事
例
へ
の
言
及
は
当
然
あ
る
。
表
二
一
四
は
、
瀬
田
は
じ
め
に
注
①
論

　
文
二
六
四
頁
。
師
団
ー
五
・
～
○
・
｝
～
・
｝
工
・
＝
二
・
～
四
・
～
五
は
、
西

　
山
霊
㎎
道
者
と
地
下
人
㎞
（
吉
川
弘
文
館
、
～
九
八
七
年
、
八
八
・
二
〇
八
～
二

　
　
三
頁
）
。
表
二
一
一
四
は
、
下
村
信
博
『
戦
国
・
織
豊
期
の
徳
政
』
（
吉
川
弘
文

　
館
、
｝
九
九
六
年
、
五
四
～
五
七
頁
）
。

④
室
町
幕
府
・
戦
国
大
名
の
徳
政
令
で
は
、
永
代
売
却
地
を
適
罵
対
象
と
し
な
い

　
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
北
畠
氏
の
徳
政
令
で
は
、
表
二
一
三
・
四
・
一
三
・
　
四
の

　
よ
う
に
、
貸
借
契
約
だ
け
で
な
く
売
買
契
約
も
適
用
対
象
と
す
る
こ
と
が
多
か
っ

　
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
伊
勢
国
の
売
券
の
徳
政
担
保
文
言

　
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
永
正
一
三
年
（
～
五
一
六
）
～
○
月
一
六
日

　
付
大
世
古
兵
衛
満
近
道
者
売
券
（
「
来
田
文
書
」
京
都
大
学
古
文
書
室
写
真
帳
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
）
　
　
（
売
券
V
　
　
　
（
徳
政
）
　
（
行
）

　
　
　
　
（
天
下
）

　
に
は
「
て
ん
か
一
た
う
の
う
り
け
ん
の
と
く
せ
い
ゆ
き
候
と
も
」
と
あ
る
。

⑤
「
沢
氏
古
文
沓
」
一
四
号
（
稲
本
紀
昭
編
『
京
都
女
子
大
学
研
究
叢
刊
国
立

　
公
文
書
館
蔵
　
沢
氏
古
文
書
㎞
二
〇
〇
六
年
）
。
本
文
で
引
用
す
る
史
料
に
つ
い

　
て
は
、
京
都
大
学
古
文
書
室
の
写
真
帳
に
よ
っ
て
校
訂
を
加
え
て
い
る
。

⑥
　
「
沢
氏
古
文
書
」
一
五
二
号
。

⑦
「
沢
氏
古
文
書
」
～
五
号
。

⑧
豊
田
武
「
中
世
日
本
商
業
史
の
研
究
」
（
魍
中
世
日
本
の
商
業
』
吉
川
弘
文
館
、

　
一
九
入
二
年
、
初
出
一
九
五
二
年
、
三
八
一
頁
）
。
西
山
第
二
章
注
③
害
八
入
頁
。

　
西
山
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
山
田
三
方
は
紛
争
を
解
決
す
る
主
体
で
あ
っ
た
と

見
る
べ
き
で
あ
る
。
た
と
え
ば
永
証
馳
筆
董
｝
七
）
五
旦
」
鴨
鐙

　
大
夫
弘
家
道
者
売
券
に
は
「
万
一
い
か
や
う
高
儀
候
共
、
此
道
者
二
お
い
て
す
ご

　
　
　
（
違
乱
）
　
（
煩
）
　
　
（
問
〉
（
敷
）
　
　
　
（
若
）
　
（
卿
爾
）

　
し
も
い
ら
ん
わ
っ
ら
ひ
富
ま
し
く
候
、
も
し
り
や
う
し
申
候
ハ
・
、
三
方
よ
り

　
　
　
　
〔
右
）
（
可
）

　
御
成
敗
あ
る
へ
く
候
」
（
「
福
島
大
夫
関
係
御
師
文
書
」
魍
三
重
県
史
睡
資
料
編
中

　
世
一
下
、
二
八
九
頁
）
と
あ
る
。

⑨
な
お
、
黒
黒
ー
＝
二
は
、
元
亀
四
年
（
一
五
七
三
）
に
北
畠
氏
の
一
族
た
る
田

　
丸
忠
弘
が
御
師
に
対
し
て
徳
政
免
除
を
与
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
文
書
に
つ
い

　
て
は
、
西
山
第
二
章
草
③
書
二
一
〇
頁
で
は
、
北
畠
偏
窟
が
発
給
し
た
も
の
と
見

　
て
い
る
が
、
花
押
か
ら
す
る
と
（
魍
三
重
県
史
㎞
資
料
編
中
世
二
別
冊
細
目
次
花

　
押
集
、
二
〇
〇
五
年
、
＝
＝
頁
）
、
田
丸
忠
弘
が
発
給
し
た
も
の
で
あ
る
。

⑩
前
者
は
、
下
村
第
二
章
注
③
書
五
四
～
五
七
頁
。
後
者
は
、
西
山
第
二
章
注
③
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書
二
～
七
頁
。
な
お
、
こ
の
事
例
で
は
、
「
宇
治
六
郷
徳
政
」
と
も
出
て
く
る
点

　
が
注
目
さ
れ
、
在
所
別
の
徳
政
今
と
見
え
る
も
の
で
も
実
は
広
域
の
徳
政
令
の
一

　
環
で
あ
っ
た
可
能
性
も
存
在
す
る
と
い
え
る
。

⑪
な
お
、
北
畠
氏
が
長
野
氏
を
併
呑
し
た
後
の
長
野
氏
領
内
で
は
門
徳
政
郷
米
」

　
な
る
も
の
が
確
認
さ
れ
る
（
永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）
九
月
二
五
日
付
長
野
氏
奉

　
行
人
連
署
奉
書
（
門
古
文
轡
集
」
㎎
三
重
県
史
㎞
資
料
昼
中
世
二
別
冊
伊
勢
神
富
所

　
四
文
替
補
遺
、
一
六
・
一
七
頁
）
）
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
詳
細
不
明
だ
が
、
徳
政
令

　
発
布
に
対
す
る
礼
米
を
指
す
の
だ
ろ
う
か
。

⑫
永
正
元
年
（
一
五
〇
四
）
の
幕
府
の
徳
政
令
に
つ
い
て
は
、
桑
山
は
じ
め
に
注

　
②
論
文
参
照
。

⑬
天
文
　
六
年
（
一
五
四
七
）
　
二
月
一
日
付
豊
葡
・
森
室
田
地
売
券
（
「
成
願

　
土
寸
文
書
」
六
口
写
）
。

⑭
　
宝
月
圭
吾
「
信
濃
に
お
け
る
近
世
初
頭
の
徳
政
文
琶
に
つ
い
て
」
（
『
中
世
日
本

　
の
売
券
と
徳
政
㎞
吉
川
弘
文
館
、
　
一
九
九
九
年
、
初
出
一
九
六
四
年
）
。

⑮
　
一
四
世
紀
第
一
四
半
期
の
一
例
は
、
乾
元
二
年
（
＝
　
一
〇
三
）
三
月
～
九
日
付

　
源
阿
伽
女
田
地
売
券
（
門
輯
古
帖
」
隅
三
重
県
史
㎞
中
世
一
下
、
七
｝
○
頁
）
だ
が
、

　
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
永
仁
の
徳
政
令
の
影
響
を
受
け
た
も
の
の
可
能
性
が
あ
る
。
な

　
お
、
瀧
澤
武
雄
氏
は
「
中
世
を
通
じ
て
徳
政
担
保
文
量
口
を
持
つ
売
券
は
、
全
体
の

　
約
1
0
％
前
後
」
と
推
定
す
る
が
（
『
売
券
の
古
文
書
学
的
研
究
』
東
京
大
学
出

　
版
会
、
二
〇
〇
六
年
、
一
入
七
頁
）
、
こ
れ
は
「
東
大
寺
文
誉
」
・
「
高
野
山
文

　
書
」
・
「
大
徳
寺
文
轡
」
を
も
と
に
し
た
推
定
で
、
文
書
群
の
性
格
や
地
域
偏
差
に

　
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑯
た
と
え
ば
、
天
正
一
一
年
（
～
五
八
三
）
二
月
＝
一
日
付
岩
木
田
地
売
券
案

　
（
「
太
鄭
館
古
券
之
記
」
咽
三
重
県
史
㎞
資
料
編
中
世
一
下
、
八
六
九
頁
）
に
門
地

　
徳
政
郡
内
行
候
共
」
と
あ
る
よ
う
に
、
郡
レ
ベ
ル
の
広
域
的
徳
政
を
意
識
し
た
徳

　
政
担
保
文
言
が
散
見
す
る
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
る
。
そ
の
他
、
神
谷
白
馬
が
言
及

　
し
た
別
途
申
合
文
讐
（
門
近
世
初
中
期
に
お
け
る
質
地
証
文
と
百
姓
高
請
地
所
持
」

　
『
近
世
に
お
け
る
百
姓
の
土
地
所
有
㎞
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
、
初
出
一
九
九

　
四
年
、
一
〇
六
頁
）
や
、
契
約
し
た
場
所
を
理
由
に
し
て
徳
政
の
対
象
と
な
ら
な

　
い
こ
と
を
主
張
す
る
文
雷
な
ど
、
多
様
な
徳
政
担
保
文
言
が
確
認
さ
れ
る
。

⑰
　
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
一
一
月
二
日
付
湊
源
嘉
入
道
畠
地
虚
7
6
券
（
「
輯
古
帖
」

　
㎎
三
重
県
史
㎞
資
料
編
中
世
～
下
、
六
入
二
頁
）
、
同
八
年
一
二
月
一
一
四
日
付
酒

　
屋
正
成
道
者
売
券
（
讐
輯
古
帖
」
同
前
、
六
九
一
頁
）
。

⑱
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
六
月
二
〇
日
付
中
須
与
四
郎
畠
地
売
券
（
「
売
券
・

　
雑
文
書
函
『
三
重
県
史
㎞
資
料
編
中
世
一
下
、
　
O
O
九
頁
）
。

⑲
七
月
二
七
日
付
北
畠
晴
具
書
状
（
門
沢
氏
古
文
書
」
七
五
号
）
、
（
永
禄
七
年
）

　
六
月
二
三
日
付
沢
房
愚
書
状
案
（
同
一
七
六
号
）
。

⑳
小
倭
郷
の
人
々
が
外
在
的
な
徳
政
を
意
識
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
【
史
料
二

　
の
「
此
方
慕
例
之
徳
政
行
候
共
」
の
解
釈
は
、
a
「
こ
ち
ら
に
と
っ
て
嘉
例
の
徳

　
政
が
や
っ
て
き
て
も
」
か
、
c
「
こ
ち
ら
に
嘉
例
の
徳
政
が
や
っ
て
き
て
も
」
で

　
良
い
。
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第
三
章
　
指
置
状
の
意
義
①

経
済
秩
序
の
維
持

　
前
章
の
結
論
を
受
け
て
次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
小
金
郷
で
は
売
券
に
徳
政
担
保
文
言
が
記
載
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
徳
政
か
ら
下
地
を
守

る
指
墨
状
が
な
ぜ
発
給
さ
れ
た
の
か
と
い
う
点
だ
ろ
う
つ
本
章
で
は
、
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
指
罪
状
の
内
で
発
券
を
持
つ
も
の
に



注
目
し
て
検
討
し
た
い
。
と
い
う
の
も
、
連
券
と
な
っ
て
い
る
文
書
全
体
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
配
置
状
を
め
ぐ
る
人
々
の
動
向
や
物

置
状
の
意
義
を
把
握
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
検
討
は
先
行
研
究
で
十
分
に
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
新
た
な
知
見
を
提
示
し
う
る

も
の
で
も
あ
る
。
具
体
的
に
は
表
一
－
一
の
岸
田
八
郎
左
衛
門
に
宛
て
た
指
笛
状
を
含
む
連
券
に
注
目
し
て
検
討
し
て
い
こ
う
。

戦国期の徳政と地域社会（大河内）

　
　
　
①

【
史
料
五
】
瑞
聖
寺
納
所
正
迎
田
地
売
券

（
端
裏
書
）
「
判
代
之
状
　
岸
田
八
郎
左
衛
門
」

　
永
代
売
渡
申
候
下
地
之
事
、

　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
マ
　

　
　
在
所
稲
垣
馬
橋
賛
地
コ
ウ
ノ
本
十
善
神
、
壱
石
二
斗
代
、

右
件
下
地
者
、
借
物
過
分
候
へ
共
、
御
俺
事
申
候
て
、
永
代
進
之
候
慮
実
正
明
白
也
、

共
、
於
後
日
不
可
有
相
違
候
、
傍
謹
文
如
件
、

　
　
　
（
一
五
二
七
）

　
　
　
大
永
七
年
丁
合
五
月
五
日

　
　
久
岡
殿
参

　
　
　
②

隅
史
料
六
】
久
岡
定
秀
田
地
売
券

　
永
代
売
渡
申
田
地
之
事
、

　
　
在
所
十
善
神
コ
ゥ
ノ
本
、
壱
石
弐
斗
代
、

右
書
下
地
者
、
至
聖
寺
よ
り
檀
方
を
調
候
て
、

　
　
（
有
X
問
×
敷
）

違
乱
あ
る
ま
し
く
候
、
為
後
々
讃
文
如
件
、

　
　
　
大
永
七
年
丁
亥
六
月
七
日

為
其
、

（
檀
）
　
　
　
（
判
）
　
（
調
）

タ
ン
方
之
は
ん
を
と
・
の
へ
進
之
候
、

　
　
　
　
宮
崎

　
臼
木
（
花
押
）

　
　
　
　
森
地

瑞
聖
毒
納
所
正
迎

（
花
押
）

（
花
押
）

（
花
押
）

天
下
大
法
徳
政
行
候

借
物
之
方
二
永
代
選
士
へ
者
、
大
儀
之
前
に
て
候
間
、
其
方
へ
売
申
候
、
此
上
ハ
子
々
孫
々
た
り
と
書
共
、

久
岡
定
量
（
花
押
）
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（
岸
田
）

　
　
　
井
生
キ
シ
タ
八
郎
左
衛
門
殿
参

　
　
　
③

【
史
料
七
】
指
置
状
（
表
～
一
一
）

　
従
徳
政
方
永
代
指
罎
状
事
、

　
　
～
ヶ
所
一
石
弐
斗
代
在
所
＋
善
寺
カ
ウ
ノ
本
、
瑞
聖
寺
ヨ
リ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

右
彼
田
地
者
、
自
前
聖
寺
堅
依
御
璽
事
、
指
概
隠
所
実
正
明
鏡
也
、
此
上
者
、
天
下
大
法
之
徳
政
行
候
共
、
致
子
々
孫
々
無
相
違
可
有
者
也
、
侃
為
後
日
指

置
状
如
件
、

　
　
　
大
永
八
年
戊
子
六
月
十
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
本
平
四
郎
康
秀
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
成
与
七
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
地
藤
＋
郎
正
経
（
花
押
）

　
　
　
（
井
生
）

　
　
　
い
う
八
郎
左
衛
門
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
孫
三
郎
（
花
押
）

　
　
　
　
口
入
久
岡
殿
参
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
成
七
郎
左
衛
門
尉
行
長
（
花
押
）

　
　
　
④

【
史
料
八
】
老
分
衆
裁
許
状

今
度
従
森
地
方
徳
政
之
輔
被
懸
申
候
、
両
方
勝
事
存
知
老
盛
宴
入
任
批
判
中
期
庭
二
、
貴
所
暴
説
候
事
無
紛
候
、
在
所
十
善
神
東
磁
石
二
斗
代
、
財
懸
八
斗

代
、
合
弐
石
代
之
分
其
へ
渡
申
候
、
此
上
ハ
於
後
々
末
代
不
可
有
違
乱
弓
懸
、
侃
為
後
日
一
筆
坐
卓
、

　
　
　
（
～
五
三
四
V

　
　
　
天
文
三
年
甲
午
五
月
十
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
坂
正
統
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
藤
衛
門
（
花
押
）

　
　
岸
田
八
郎
左
衛
門
尉
殿
参

（
礼
紙
ウ
ワ
書
、
切
継
）
「
　
　
（
墨
3
1
跡
）
　
　
　
　
　
一
坂
正
統
、
藤
衛
門
尉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
郎
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
田
八
□
左
衛
門
尉
殿
参
　
　
　
　
　
　
　
老
分
衆
扁

　
　
　
⑥

【
史
料
九
】
岸
田
八
郎
左
衛
門
尉
吉
定
田
地
寄
進
状
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永
代
成
願
寺
へ
寄
進
申
田
地
之
事
、

　
　
合
而
壱
石
弐
斗
代
在
所
十
善
専
コ
ゥ
本
、
こ
の
内
六
斗
代
成
願
専
へ
寄
進
申
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
季
）

右
件
寄
進
申
田
地
者
、
於
現
世
二
逆
修
未
来
に
て
正
善
庭
為
、
寄
進
申
虞
実
正
明
白
也
、
就
其
候
て
ハ
、
現
在
に
て
二
級
き
の
彼
岸
霊
供
御
心
得
被
成
候
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）
　
　
　
　
（
祥
）
　
　
　
　
　
　
　
（
焚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
ε

可
青
豆
、
又
死
去
至
嫡
流
・
、
位
牌
立
毎
月
之
名
薬
霊
門
前
し
や
う
月
二
霊
供
同
風
呂
去
た
か
せ
候
て
可
給
候
、
若
天
下
太
方
之
徳
政
行
候
共
、
子
々
孫
々

（
マ
マ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
マ
マ
）
　
　
　
こ
の
内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
末
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）
　
　
　
　
　
　
　
（
進
退
）

置
候
て
相
違
有
間
敷
候
出
世
、
又
六
斗
掻
ハ
、
大
村
称
名
寺
へ
寄
進
可
申
候
、
当
寺
之
ま
つ
寺
議
事
二
候
間
、
自
是
作
出
も
万
当
寺
御
し
ん
た
い
可
為
候
、

循
為
後
日
寄
進
状
如
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
生
岸
田
八
郎
左
衛
門
尉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
異
筆
）
「
戒
名
道
範
」
吉
定
（
花
押
）

　
　
　
子
時
天
文
七
年
戊
戌
二
月
念
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
異
筆
）
「
同
内
永
秀
」

戦国期の徳政と地域社会（大河内）

　
【
史
料
五
】
∴
史
料
六
】
・
【
史
料
七
∵
【
史
料
九
】
は
、
十
天
神
な
い
し
十
善
寺
（
い
ず
れ
も
十
禅
師
か
）
の
カ
ウ
ノ
本
な
い
し
コ
ウ
ノ
本
に

あ
る
一
石
二
斗
代
の
下
地
を
扱
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
連
券
と
見
な
さ
れ
る
。
門
史
料
八
】
の
み
、
十
善
神
東
に
あ
る
一
石
二
試
着
の
下
地
と

財
懸
に
あ
る
八
斗
代
の
下
地
を
扱
っ
て
い
る
が
、
「
成
願
寺
文
書
」
中
に
財
懸
に
あ
る
八
田
代
の
下
地
を
扱
っ
た
史
料
が
な
い
こ
と
を
踏
ま
え

る
と
、
十
禅
神
東
は
十
善
神
カ
ウ
ノ
本
を
指
し
、
【
史
料
八
】
も
詰
所
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　
そ
れ
で
は
以
下
、
【
史
料
七
】
の
指
置
状
が
発
給
さ
れ
る
ま
で
の
事
情
に
つ
い
て
【
史
料
五
】
・
【
史
料
六
】
を
通
じ
て
見
て
い
こ
う
。

　
【
史
料
五
】
は
、
瑞
聖
寺
の
納
所
を
勤
め
る
正
迎
が
田
地
を
久
岡
へ
去
り
渡
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
瑞
聖
寺
の
久
岡
か
ら
の

借
物
は
過
分
と
な
っ
て
い
た
が
、
瑞
聖
寺
が
請
願
し
て
田
地
を
去
り
渡
す
こ
と
で
決
着
が
付
き
、
永
代
売
券
が
作
成
さ
れ
て
そ
こ
に
は
瑞
聖
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
檀
方
で
あ
る
森
地
・
臼
木
・
宮
崎
の
君
命
が
据
え
ら
れ
た
。
差
出
の
瑞
聖
寺
は
、
小
寺
郷
に
あ
る
寺
詣
で
被
官
の
百
姓
を
持
つ
存
在
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）
⑦

ま
た
、
「
瑞
々
寺
ヨ
リ
檀
方
以
判
永
代
買
徳
仕
」
と
あ
る
よ
う
に
、
瑞
聖
寺
が
土
地
を
去
り
渡
す
場
合
、
平
方
の
判
が
必
要
だ
っ
た
。
宛
先
の

久
岡
は
、
【
史
料
六
】
で
姓
名
・
花
押
を
有
し
て
お
り
、
地
侍
と
見
ら
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
久
岡
は
瑞
聖
寺
に
融
通
を
行
っ
て
お
り
、
融
通
し
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た
分
が
返
済
さ
れ
な
い
の
で
、
そ
の
代
わ
り
に
田
地
を
手
に
入
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
通
常
の
売
却
と
い
う
よ
り
質
流
れ
に
近
い
。
そ
の

た
め
、
売
券
で
は
代
価
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
【
史
料
六
】
は
、
【
史
料
五
】
か
ら
約
一
ヶ
月
後
、
久
岡
定
秀
が
田
地
を
井
生
の
岸
田
八
郎
左
衛
門
へ
売
却
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
る
と
、
久
岡
は
、
【
史
料
五
】
で
見
た
よ
う
に
、
瑞
聖
寺
か
ら
借
物
の
か
た
と
し
て
受
け
取
っ
た
田
地
に
つ
い
て
、
大
儀
の
前
で
あ
る
の

で
岸
田
に
売
却
し
た
と
あ
る
。
大
儀
の
意
は
文
脈
か
ら
、
経
費
の
か
か
る
事
柄
（
騨
臼
国
魎
）
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
久
岡
が
経
費
の
か
か
る

事
柄
に
対
応
す
る
た
め
、
瑞
聖
寺
へ
融
通
し
た
分
を
岸
田
か
ら
返
済
し
て
貰
っ
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
久
岡
は
田
地
を
転
売
す
る
こ

と
で
、
直
接
の
債
務
者
で
は
な
く
、
別
の
者
か
ら
債
権
を
圖
湿
し
た
こ
と
に
な
る
。
【
史
料
五
】
か
ら
【
史
料
六
】
ま
で
約
一
ヶ
月
し
か
経
っ

て
い
な
い
点
を
踏
ま
え
る
と
、
転
売
は
【
史
料
五
】
の
段
階
か
ら
企
図
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
と
こ
ろ
で
、
久
岡
に
融
通
を
行
っ
た
井
生
の
岸
田
八
郎
左
衛
門
と
は
い
か
な
る
人
物
か
。
井
生
は
、
小
道
郷
百
姓
衆
起
請
文
に
見
え
ず
、
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

倭
郷
の
中
心
で
あ
る
自
山
神
社
・
成
願
寺
と
は
雲
出
川
を
は
さ
ん
で
対
岸
に
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
基
礎
郷
に
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

が
高
い
地
域
で
あ
る
。
こ
こ
を
拠
点
と
す
る
岸
田
氏
は
蔵
本
つ
ま
り
金
融
業
を
営
ん
で
い
た
こ
と
が
複
数
の
史
料
か
ら
わ
か
る
。
窪
田
涼
子
氏

は
、
岸
田
が
土
地
を
小
量
郷
の
地
鼠
か
ら
買
得
す
る
と
同
時
に
成
願
寺
へ
寄
進
す
る
事
例
を
「
買
得
即
時
寄
進
型
売
寄
進
」
と
見
て
、
岸
田
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

寄
進
の
意
志
を
持
つ
地
侍
へ
経
済
的
援
助
を
行
っ
た
も
の
と
評
価
す
る
が
、
妥
当
な
評
価
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
岸
田
は
日
常
的
に
小
倭
郷

の
地
侍
衆
に
融
通
を
行
う
存
在
で
、
【
史
料
六
】
か
ら
、
緊
急
の
融
通
に
も
対
応
し
う
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
る
。

　
次
に
、
本
題
の
【
史
料
七
】
。
【
史
料
六
】
か
ら
約
一
年
後
、
こ
の
井
生
の
岸
田
八
郎
左
衛
門
に
対
し
て
指
置
状
が
発
給
さ
れ
た
。
瀬
田
氏
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

か
か
る
指
心
算
が
発
給
さ
れ
た
理
事
と
し
て
、
郷
外
の
者
に
は
地
平
衆
に
よ
る
徳
政
が
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
推
測
し
た
。
し
か
し
、

第
一
章
で
地
墨
衆
に
よ
る
徳
政
の
実
施
が
自
明
の
も
の
で
は
な
い
と
指
摘
し
、
第
二
章
で
北
畠
氏
の
徳
政
令
を
中
心
に
徳
政
の
脅
威
が
広
ま
っ

て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
連
券
を
順
に
検
討
し
て
き
た
今
、
瀬
田
氏
の
推
測
と
は
異
な
る
説
明
が
可
能
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
徳
政
を
警
戒
し
た
岸
田
が
債
権
を
回
収
す
る
た
め
に
買
得
地
の
権
利
を
強
化
し
よ
う
と
し
、
岸
田
に
よ
る
融
通
の
恩
恵
を
蒙
り
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自
身
の
債
権
を
回
収
で
き
た
久
岡
が
岸
田
の
た
め
に
「
口
入
」
つ
ま
り
世
話
人
と
し
て
奔
走
し
た
の
は
当
然
の
成
り
行
き
で
、
そ
の
結
果
と
し

て
債
務
者
た
る
瑞
聖
寺
か
ら
依
頼
が
な
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
要
す
る
に
、
岸
田
と
久
岡
は
債
権
を
円
滑
に
回
収
す
る
た
め
、
債
務
者
た
る
瑞
聖

寺
の
徳
政
撫
保
文
書
（
【
史
料
五
】
）
だ
け
で
な
く
、
小
鮒
郷
の
地
講
衆
に
強
力
な
保
証
を
求
め
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
ま
た
、
こ
の
場
合
、
依
頼
に
応
じ
て
礼
物
を
受
け
取
り
、
買
得
地
の
権
利
を
保
証
し
た
地
墨
衆
に
し
て
み
れ
ば
、
岸
田
に
対
す
る
徳
政
を
抑

え
込
む
こ
と
が
重
要
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
何
故
な
ら
、
岸
田
は
日
頃
か
ら
地
侍
衆
に
融
通
を
行
っ
て
く
れ
る
貴
重
な
存
在
で
、
岸
田
が
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

政
の
直
撃
を
受
け
て
融
通
を
行
わ
な
く
な
る
事
態
こ
そ
避
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
指
墨
状
の
発
給
に
は
、
蔵
本
岸
田

に
対
す
る
徳
政
の
リ
ス
ク
を
軽
減
し
て
、
彼
の
郷
内
に
対
す
る
融
通
を
維
持
す
る
と
い
う
意
味
合
い
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
門
史
料
七
】
か
ら
約
六
年
後
に
当
た
る
門
史
料
八
】
に
も
注
目
し
た
い
。
こ
こ
で
は
、
結
周
、
森
地
が
岸
田
八
郎
左
衛
門
に
徳
政

　
　
　
　
　
　
⑮

を
要
求
し
て
い
る
。
森
地
と
岸
田
は
騒
動
に
発
展
す
る
と
思
っ
た
よ
う
で
、
地
息
衆
の
中
で
膓
次
の
高
い
老
分
衆
に
仲
裁
を
依
頼
し
た
。
そ
の

結
果
、
老
分
衆
の
…
坂
正
統
と
谷
藤
右
衛
門
尉
は
岸
田
の
権
利
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
岸
田
が
日
頃
か
ら
融
通
と
い
う
機
能
を
果

た
し
て
い
た
こ
と
に
加
え
て
、
指
置
状
が
発
給
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
岸
田
の
権
利
が
認
め
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
本
史
料
か
ら
、
終
周

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

的
に
並
置
状
の
効
果
を
担
保
し
、
紛
争
を
解
決
し
、
小
角
郷
の
秩
序
を
維
持
し
て
い
た
の
が
老
分
衆
だ
っ
た
こ
と
を
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
後
日
談
と
し
て
【
史
料
九
】
も
見
て
お
こ
う
。
岸
田
八
郎
左
衛
門
国
幣
定
は
、
田
地
を
手
に
入
れ
て
か
ら
約
＝
年
後
、
そ
の
田
地

を
成
願
寺
と
そ
の
末
寺
の
称
名
寺
へ
寄
進
し
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
【
史
料
五
】
か
ら
｛
史
料
八
】
は
、
こ
の
寄
進
の
際
に
手
継
券
文
と
し

て
手
渡
さ
れ
た
も
の
と
な
る
。
岸
田
は
、
か
り
に
田
地
の
得
分
を
順
調
に
手
に
入
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
一
一
年
で
＝
二
石
二
塁
を
得
た
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
は
久
岡
に
融
通
し
た
額
に
い
く
ら
か
を
加
え
た
額
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
岸
田
が
債
権
を
回
収
し
た
後
に
田
地
を
他
所
へ
転
売

す
る
こ
と
な
く
、
成
願
寺
・
称
名
寺
へ
寄
進
し
た
点
に
、
岸
田
と
成
願
寺
・
称
名
寺
や
そ
の
檀
方
た
る
地
侍
衆
（
後
述
）
と
の
良
好
な
関
係
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
、
本
章
で
は
、
表
　
1
一
の
岸
田
八
郎
左
衛
門
に
宛
て
た
指
置
状
を
含
む
質
券
に
注
証
し
て
詳
し
く
検
討
し
て
き
た
。
こ
の
検
討
に
よ
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っ
て
、
小
膨
雀
の
地
理
衆
が
指
置
賜
を
発
給
し
た
の
は
、
徳
政
を
警
戒
し
た
債
権
者
た
る
蔵
本
岸
田
や
久
岡
が
強
力
な
保
証
を
求
め
た
結
果
で

あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
の
措
置
に
は
、
蔵
本
岸
田
に
対
す
る
徳
政
の
リ
ス
ク
を
軽
減
し
て
、
彼
の
郷
内
に
対
す
る
融
通
を
維
持
す
る
意
味

合
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
換
言
す
れ
ば
、
頻
発
す
る
徳
政
に
対
応
し
て
小
鷺
郷
の
経
済
秩
序
の
混
乱
を
抑
え
よ
う
と
し
た
と
い
う
点

に
、
指
墨
状
の
意
義
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
小
倭
郷
独
特
の
指
遣
状
と
は
、
徳
政
に
対
応
し
て
地
域
の
経
済
秩
序
を
維
持
し
よ
う
と
す
る

慣
行
の
一
つ
の
形
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
た
だ
し
、
指
置
状
が
十
全
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
指
置
状
が
出
て
い
て
も
徳
政
に
関
す
る
紛
争
は
起
こ
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
解
決
し
た

の
が
老
分
衆
で
あ
っ
た
点
に
注
意
が
必
要
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
如
上
の
意
義
を
有
す
る
指
謡
言
を
発
給
し
た
徳
政
衆
と
、
彼
ら
の
権
限
を
保
証

し
て
紛
争
を
解
決
し
た
老
分
衆
が
、
重
層
的
に
小
蒲
郷
の
秩
序
を
維
持
し
て
い
た
と
把
握
し
う
る
。
こ
こ
に
、
小
倭
郷
に
お
け
る
秩
序
維
持
の

有
り
方
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

①
「
成
願
毒
文
書
」
四
九
号
。

②
「
成
願
寿
文
書
」
四
六
号
。

③
「
成
願
寺
文
書
」
五
〇
号
。

④
「
成
願
寺
文
書
」
七
号
。

⑥
「
成
願
寺
文
書
」
；
　
号
。

⑥
小
劃
一
百
姓
衆
起
講
文
（
門
成
願
寺
文
書
」
一
号
）
。

⑦
天
文
六
年
（
一
五
三
七
）
八
月
；
男
付
森
長
治
部
少
輔
康
弘
田
地
寄
進
状

　
（
門
成
願
穿
文
書
」
四
三
号
）
。

⑧
小
倭
郷
百
姓
衆
起
請
文
（
「
成
願
寺
文
書
」
一
号
）
。

⑨
瀬
田
は
じ
め
に
注
①
論
文
二
五
一
頁
の
指
摘
も
参
照
。

⑩
享
禄
二
年
（
一
五
二
九
）
六
月
ニ
エ
罠
付
中
森
田
地
売
券
（
「
成
願
寺
文
書
」

　
五
一
号
）
、
同
三
年
四
月
五
日
付
中
森
田
地
売
券
（
同
五
六
号
）
、
天
文
五
年
（
一

　
五
一
二
六
）
閾
一
〇
月
一
四
日
付
よ
甲
森
田
地
軸
冗
券
（
同
一
〇
号
）
。

⑪
窪
田
涼
子
「
戦
国
期
の
在
地
寺
院
と
地
域
社
会
」
（
噸
歴
史
と
民
俗
勧
一
五
、
～

　
九
九
九
年
、
一
二
七
頁
）
。

⑫
瀬
田
は
じ
め
に
注
①
論
文
二
四
三
頁
。

⑬
こ
の
事
例
で
も
判
代
が
支
払
わ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
と
い
う
の
も
、
表
一
一

　
こ
の
指
置
状
の
場
合
、
そ
の
端
裏
書
に
「
判
代
之
状
　
成
願
寺
」
と
書
か
れ
て
お

　
り
、
実
際
に
判
代
五
百
文
が
成
願
寺
か
ら
支
払
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
【
史

　
料
七
】
の
指
置
状
の
本
券
に
当
た
る
【
史
料
五
】
の
端
裏
書
に
「
樽
代
之
状
　
岸

　
田
八
郎
左
衛
門
扁
と
あ
る
の
も
同
様
の
意
味
を
持
つ
可
能
性
が
高
い
か
ら
で
あ
る
。

　
た
だ
、
な
ぜ
指
置
状
の
本
券
の
端
裏
に
判
代
に
関
す
る
記
入
が
あ
る
の
か
は
不
明

　
で
あ
る
。

⑭
表
二
一
五
を
見
る
と
、
「
殊
又
山
田
徳
政
大
乱
打
続
一
、
群
山
之
折
節
借
銭

　
等
一
向
不
滅
縄
帯
と
あ
り
、
徳
政
を
め
ぐ
っ
て
騒
擾
が
起
こ
る
と
、
蔵
本
は
融
通

　
を
停
止
し
た
よ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
蔵
本
は
債
務
者
と
揉
め
て
業
務
に
従
事
で

　
き
な
か
っ
た
り
、
貸
し
倒
れ
の
リ
ス
ク
を
恐
れ
て
貸
し
渋
っ
た
り
し
た
の
だ
ろ
う
。

　
蔵
本
が
徳
政
を
意
識
し
て
貸
し
渋
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
、
桜
井
英
治
『
室
町
人
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の
精
神
㎞
（
講
談
社
、
二
〇
〇
九
年
、
二
〇
五
・
二
〇
六
頁
）
も
参
照
の
こ
と
。

⑮
森
地
に
つ
い
て
は
、
【
史
料
五
】
と
一
心
三
七
｝
に
登
場
す
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

　
の
森
羅
は
花
押
の
形
態
が
異
な
る
の
で
別
人
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
瑞
聖
寺
の

　
買
方
で
徳
政
を
要
求
す
る
可
能
性
が
高
い
門
史
料
五
】
の
森
地
に
当
た
る
か
も
し

　
れ
な
い
。
な
お
、
森
地
が
徳
政
を
要
求
し
た
契
機
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

⑯
　
史
料
上
、
小
紫
郷
で
起
こ
っ
た
紛
争
を
解
決
し
た
の
は
老
分
衆
で
あ
る
。
一
〇

　
月
二
七
野
付
小
雪
世
話
分
衆
盛
純
等
連
署
起
請
文
（
「
成
願
寺
文
雷
」
三
号
〉
、
永

　
禄
＝
年
（
一
五
六
八
）
四
月
二
九
日
付
祐
盛
田
地
寄
進
状
（
同
三
三
号
）
。

第
四
章
　
指
置
状
の
意
義
②
　
　
宗
教
秩
序
の
維
持
i

戦国期の徳政と地域社会（大河内）

　
前
章
で
は
表
一
一
一
の
岸
田
八
郎
左
衛
門
に
宛
て
た
指
置
状
を
含
む
連
券
に
注
目
し
て
検
討
し
、
指
敵
状
の
意
義
を
抽
出
し
て
き
た
。
だ
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

「
成
願
寺
文
書
」
中
に
は
当
然
な
が
ら
成
願
寺
に
宛
て
た
指
管
状
が
多
く
残
存
し
て
お
り
、
成
願
寺
に
対
し
て
指
置
状
が
発
給
さ
れ
た
こ
と
の

意
義
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
、
心
置
状
を
十
分
に
理
解
し
た
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
意
義
に
つ
い
て
、
先
行
硬
究
は
論
じ
て
い
な
い

が
、
本
章
で
は
前
章
に
引
き
続
き
面
付
に
注
目
し
て
検
討
す
る
。
具
体
的
に
は
五
一
－
二
の
成
願
寺
に
宛
て
た
指
置
付
を
含
む
連
券
を
中
心
に

し
て
検
討
し
た
い
。

　
ま
ず
、
鼻
血
を
検
討
す
る
前
に
、
成
願
寺
の
性
格
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。
成
願
寺
は
小
聖
郷
の
新
長
門
守
を
開
基
と
し
、

天
台
真
盛
宗
の
宗
祖
で
小
量
郷
出
身
の
真
盛
を
開
山
と
す
る
寺
院
で
あ
る
。
新
長
門
守
は
戦
死
し
た
子
息
や
被
官
の
追
善
供
養
の
た
め
に
　
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

を
建
立
し
、
明
応
三
年
（
｝
四
九
四
）
八
月
に
は
真
盛
が
四
八
日
買
時
念
仏
会
を
修
し
、
成
願
寺
が
落
成
し
た
。
ま
た
、
同
年
九
月
に
は
成
願

寺
を
精
神
的
紐
帯
と
し
て
小
弓
郷
の
地
侍
衆
と
百
姓
衆
の
㏄
揆
が
成
立
し
た
こ
と
は
有
名
だ
が
、
こ
れ
ら
の
一
揆
が
～
過
性
の
も
の
か
否
か
は

　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
瀬
田
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
地
侍
衆
の
多
く
が
成
願
寺
の
檀
方
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
か
か
る
性
格
を
持
つ
成
願
寺
は
日
常
的
に
ど
の
よ
う
な
機
能
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
成
願
寺
文
書
」
中
の
寄
進

状
を
一
覧
す
る
と
、
小
倭
郷
や
そ
の
周
辺
の
人
々
が
成
願
寺
へ
田
地
な
ど
を
寄
進
し
た
際
、
逆
修
供
養
・
追
善
供
養
を
目
的
と
す
る
行
事
の
遂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

行
を
依
頼
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
と
え
ば
第
三
章
で
採
り
上
げ
た
【
史
料
九
】
を
見
て
も
、
岸
田
が
成
願
寺
へ
田
地
を
寄
進
し
た
際
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

同
様
の
依
頼
を
し
て
い
る
。
行
事
の
内
容
を
具
体
的
に
い
う
と
、
存
命
中
は
二
季
（
春
・
秋
）
の
彼
岸
霊
供
で
、
二
季
の
彼
岸
に
は
他
の
史
料
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⑦

に
コ
一
季
之
彼
岸
二
念
仏
を
常
住
衆
こ
て
御
申
可
給
田
」
と
あ
る
よ
う
に
、
常
住
衆
に
よ
っ
て
念
仏
が
唱
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、
死

後
は
位
牌
立
・
毎
月
命
日
の
霊
供
・
祥
月
命
日
の
霊
供
と
風
呂
焚
で
あ
る
。
位
牌
に
つ
い
て
は
他
の
史
料
で
確
認
さ
れ
、
成
願
寺
に
は
位
牌
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

多
く
安
置
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
毎
月
命
日
・
祥
月
命
日
に
廻
向
が
な
さ
れ
た
こ
と
や
祥
月
命
日
に
風
呂
が
焚
か
れ
た
こ
と
も
他
の
史

　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

料
で
確
認
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
【
史
料
九
】
に
は
見
え
な
い
が
、
成
願
寺
で
は
追
善
供
養
と
し
て
施
餓
鬼
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
わ
か
る
。
こ
の

よ
う
に
成
願
寺
は
逆
修
供
養
・
追
善
供
養
を
目
的
と
す
る
行
事
を
実
施
す
る
寺
院
で
、
小
上
郷
や
そ
の
周
辺
の
人
々
が
自
身
の
宗
教
願
望
を
満

た
す
た
め
の
重
要
な
施
設
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
徳
政
を
扱
っ
て
き
た
本
稿
で
注
目
し
た
い
の
が
、
こ
う
し
た
機
能
を
果
た
し
て
い
た
成
願
寺
の
経
済
基
盤
が
い
か
な
る
も
の
だ
っ

た
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
「
成
願
寺
文
書
扁
全
体
を
通
覧
す
る
と
、
成
願
寺
の
経
済
基
盤
の
内
で
最
も
多
く
を
占
め
た
の
が
寄
進
地
だ
っ
た
こ

　
　
　
　
⑪

と
が
わ
か
る
。
た
と
え
ば
門
史
料
九
】
で
は
、
寄
進
を
受
け
た
成
願
寺
が
十
善
寺
コ
ウ
本
に
あ
る
田
地
の
六
道
代
の
得
分
を
収
取
し
て
い
た
こ

と
に
な
る
。
こ
の
得
分
は
第
一
に
寄
進
主
が
依
頼
し
た
行
事
の
費
用
に
充
て
ら
れ
た
だ
ろ
う
が
、
成
願
寺
の
多
様
な
宗
教
活
動
の
経
費
に
回
さ

れ
る
場
合
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　
そ
し
て
、
こ
の
寄
進
地
に
関
し
て
極
め
て
重
要
な
の
が
、
買
得
相
伝
の
土
地
が
多
か
っ
た
点
で
あ
る
。
寄
進
地
の
由
来
が
記
さ
れ
る
～
二
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
内
、
一
一
件
が
買
得
相
伝
の
土
地
で
、
残
る
一
件
が
先
祖
相
伝
の
土
地
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
【
史
料
九
】
の
寄
進
地
も
、
そ
の
由
来
が
記

さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
連
券
の
存
在
か
ら
買
得
相
伝
の
土
地
と
判
明
す
る
。
こ
の
よ
う
に
寄
進
地
の
多
く
が
買
得
相
伝
の
土
地
で
あ
っ
た
と

い
う
点
を
踏
ま
え
る
と
、
寄
進
地
で
あ
っ
て
も
そ
の
多
く
が
貸
借
・
売
買
契
約
を
破
棄
す
る
徳
政
と
無
関
係
で
は
な
く
、
元
の
売
却
者
が
徳
政

を
要
求
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
【
史
料
九
】
で
は
、
成
願
寺
に
対
し
て
三
聖
寺
が
徳
政
を
要
求
す
る
可
能
性
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
⑬

つ
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
点
を
考
え
る
際
に
重
要
な
史
料
を
以
下
に
掲
げ
る
。

　
　
　
　
　
⑭

　
　
【
史
料
一
〇
】
刑
部
大
夫
畠
地
売
券

　
　
（
端
裏
書
）
「
稠
書
記
」
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永
代
売
渡
申
畠
之
事
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
脱
力
）

　
　
合
弐
斗
代
者
在
所
三
賀
野
下
源
氏
垣
、
四
斗
代
之
内
東
き
り
二
斗
代
、

右
件
三
者
、
難
為
末
代
私
領
、
依
有
要
用
、
現
米
弐
石
壱
斗
二
作
職
共
売
渡
薬
品
庭
実
正
明
鏡
也
、
万
一
、
如
何
様
之
徳
政
行
爆
薬
、
蔵
本
致
三
賀
野
者
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
有
脱
力
）

可
有
梱
違
候
、
此
謹
文
上
者
、
於
子
々
孫
々
相
違
煩
不
可
之
候
、
朝
茶
後
B
謹
文
如
件
、

　
　
　
（
一
五
二
八
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
　
大
永
八
年
戊
子
弐
月
廿
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
賀
野
中
村
形
部
大
夫
（
略
押
）

　
　
　
稠
書
記
参

　
　
　
　
⑮

門
史
料
一
二
正
稠
畠
地
寄
進
状

　
　
　
マ
マ
　

　
永
代
奇
進
申
畠
之
事
、

　
　
年
貢
大
豆
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
相
X
添
）

　
　
合
弐
斗
代
在
所
者
三
賀
野
下
源
氏
垣
内
、
四
斗
代
之
内
東
き
り
弐
斗
代
、
本
謹
文
ア
イ
ソ
へ
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）
　
　
（
方
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

難
件
異
者
、
三
賀
野
形
部
大
夫
カ
タ
ヨ
リ
、
現
米
弐
石
壱
斗
二
永
代
買
取
、
為
菩
提
、
小
鼻
成
願
寺
江
奇
聞
申
庭
明
白
也
、
自
然
違
乱
申
者
有
者
、
盗
人
可

　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
マ
　

為
罪
科
者
也
、
伍
奇
進
状
如
件
、

　
　
　
（
｝
五
三
八
）

　
　
　
天
文
七
年
戊
戌
十
二
月
廿
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
耳
（
花
押
）

　
　
　
成
願
寺
参

　
　
　
　
⑯

門
史
料
一
二
】
指
置
状
（
表
一
一
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

（
端
裏
書
）
「
判
代
之
状
　
本
願
寺
」

　
従
三
賀
野
徳
政
方
指
置
申
候
畠
之
事
、

　
　
　
（
賀
野
）
字
　
（
源
氏
垣
内
）

在
所
三
か
の
下
げ
ん
し
か
い
と
弐
斗
代
、
以
森
殿
堅
御
斎
事
候
爵
、
百
代
五
百
文
に
て
指
窪
溜
庭
竃
正
也
、
価
為
後
日
謬
文
状
潜
窟
、

　
　
　
天
文
十
四
乙
巳
年
十
二
月
廿
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
信
久
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
長
秀
満
（
花
押
）
　
　
　
　
岡
成
廉
清
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
岡
実
永
（
花
押
）
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蔵
地
房
秀
（
花
押
）
　
　
　
　
十
郎
忠
則
（
花
押
）

　
　
　
　
マ
マ
　

　
　
　
常
願
寺
参

　
【
史
料
一
〇
】
・
【
史
料
一
二
・
【
史
料
＝
ご
は
、
い
ず
れ
も
小
倭
郷
三
賀
野
下
源
氏
垣
内
に
あ
る
繋
馬
代
の
畠
を
扱
っ
た
も
の
で
、
馬
券

と
見
な
さ
れ
る
。
以
下
、
内
容
を
順
に
確
認
し
て
い
こ
う
。

　
【
史
料
一
〇
】
は
、
三
賀
野
の
中
村
に
住
む
刑
部
大
夫
が
畠
を
現
米
二
石
一
斗
で
稠
書
記
に
売
却
し
た
も
の
で
あ
る
。
刑
部
大
夫
は
、
略
押

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

を
使
用
し
て
い
る
こ
と
や
小
倭
郷
百
姓
衆
起
請
文
で
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
百
姓
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
方
、
（
正
）
凋
書
記
は
、
名

前
の
略
し
方
と
書
記
と
い
う
肩
書
き
か
ら
、
禅
僧
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ど
こ
の
寺
院
の
僧
か
は
わ
か
ら
な
い
。

　
【
史
料
＝
】
は
、
【
史
料
一
〇
】
か
ら
約
一
〇
年
後
、
正
珊
が
菩
提
を
弔
う
た
め
に
刑
部
大
夫
か
ら
買
得
し
た
畠
を
成
願
寺
へ
寄
進
し
た

も
の
で
あ
る
。
正
稠
は
現
米
二
石
一
斗
を
刑
部
大
夫
に
支
払
っ
て
い
た
が
、
畠
を
一
〇
年
余
知
行
し
た
の
で
、
順
調
に
い
け
ば
大
豆
二
七
二
斗

を
収
取
し
た
計
算
に
な
る
。
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
【
史
料
一
〇
】
は
、
正
稠
に
よ
る
刑
部
大
夫
へ
の
米
の
融
通
と
い
う
性
格
が
強
い
も
の
で
、

正
瑚
が
必
ず
し
も
利
益
を
求
め
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
融
通
を
行
う
余
裕
の
あ
る
正
凋
で

は
な
く
、
融
通
を
受
け
る
ほ
ど
余
裕
の
な
い
刑
部
大
夫
が
徳
政
を
要
求
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
点
は
明
瞭
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
事
例
で
見
逃
せ
な
い
の
が
、
売
買
に
よ
っ
て
畠
と
刑
部
大
夫
の
関
係
が
完
全
に
切
れ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
点
で
あ
る
。

｛
史
料
一
〇
】
で
は
、
畠
と
と
も
に
作
為
が
売
却
さ
れ
て
お
り
、
畠
と
刑
部
大
夫
は
関
係
が
な
く
な
っ
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
四
斗
代
の
畠
が

東
西
で
分
け
ら
れ
て
そ
の
半
分
が
売
却
さ
れ
て
お
り
、
残
る
半
分
の
畠
で
刑
部
大
夫
が
耕
作
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
従
っ
て
、
刑
部
大
夫

が
か
つ
て
所
有
・
耕
作
し
て
い
た
畠
の
半
分
に
つ
い
て
徳
政
を
要
求
す
る
余
地
は
十
分
に
残
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
畠
と
と
も
に
作

意
が
売
却
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
、
畠
に
刑
部
大
夫
が
下
作
人
と
し
て
残
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
場
合
、
得
分
を
上
納
す
る
義
務
を
負

う
の
が
刑
部
大
夫
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
土
地
を
売
却
し
た
人
が
耕
作
人
と
し
て
残
る
場
合
、
い
わ
ゆ
る
作
職
・
下
作
職
留
保
立
動
分
権
売
買

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

の
場
合
、
得
分
を
上
納
す
る
義
務
を
破
棄
す
る
の
が
徳
政
の
実
態
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
主
権
を
措
定
せ
ず
と
も
史
料
や
実
態
に
即
し
た
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形
で
、
刑
部
大
夫
が
徳
政
を
要
求
す
る
可
能
性
を
説
明
し
う
る
の
だ
が
、
と
も
あ
れ
、
寄
進
地
と
い
え
ど
も
徳
政
と
無
関
係
で
は
な
く
、
成
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

寺
に
対
し
て
元
の
売
却
者
が
徳
政
を
要
求
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

　
そ
し
て
実
際
、
【
史
料
一
一
】
か
ら
約
七
年
後
、
【
史
料
一
二
】
の
よ
う
に
、
成
願
寺
に
指
感
状
が
発
給
さ
れ
た
。
か
か
る
タ
イ
ム
ラ
グ
が
生

じ
た
理
由
は
不
明
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
成
願
寺
は
門
史
料
へ
二
の
本
券
た
る
【
史
料
一
〇
】
の
徳
政
担
保
文
藩
だ
け
で
は
不
安
と
な

り
、
寄
進
地
が
所
在
す
る
三
賀
野
の
地
嵐
衆
に
強
力
な
保
証
を
求
め
、
そ
の
結
果
、
増
置
状
が
発
給
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
森
妙

な
る
人
物
を
仲
介
と
し
て
依
頼
が
な
さ
れ
て
、
判
代
五
百
文
が
支
払
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
あ
る
い
は
、
寄
進
主
た
る
正
稠
が
指
弾
状
獲
得

の
世
話
人
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
場
合
、
指
置
状
を
発
給
し
た
地
髪
衆
に
し
て
み
れ
ば
、
彼
ら
自
身
の
精
神
的
紐
帯
か
つ
檀

那
寺
で
宗
教
願
望
を
満
た
し
う
る
成
願
寺
の
経
済
基
盤
を
守
る
こ
と
が
重
要
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
本
章
を
総
括
す
る
と
、
成
願
寺
は
地
侍
衆
の
精
神
的
紐
帯
か
つ
檀
那
寺
と
な
っ
て
お
り
、
逆
修
供
養
・
追
善
供
養
を
目
的
と
す
る
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

事
を
実
施
し
て
い
た
。
か
か
る
成
願
寺
の
経
済
基
盤
は
寄
進
地
な
ど
で
あ
り
、
徳
政
の
脅
威
に
晒
さ
れ
て
い
た
が
、
徳
政
を
警
戒
し
た
成
願
寺

が
強
力
な
保
証
を
求
め
て
動
き
、
地
揺
落
が
出
置
状
を
発
給
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
措
置
に
は
、
成
願
寺
の
経
済
基
盤
を
保
護
し

て
重
要
な
宗
教
行
事
を
維
持
す
る
意
味
合
い
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
頻
発
す
る
徳
政
に
対
応
し
て
小
溝
郷
の
宗
教
秩
序
の
混
乱
を

抑
え
よ
う
と
し
た
点
に
、
指
置
状
の
意
義
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
貸
借
・
売
買
契
約
を
破
棄
す
る
徳
政
が
地
域
の
経
済
秩
序
を
撹
乱
し
う
る
の
は
当
然
だ
が
、
本
章
で
は
、
か
か
る
徳
政
が
地
域
の
宗
教
秩
序

を
も
撹
乱
し
う
る
こ
と
、
そ
し
て
、
徳
政
に
対
応
し
て
地
域
の
宗
教
秩
序
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
慣
行
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
え
た
と
思
う
。

こ
の
慣
行
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
小
倭
郷
に
関
す
る
先
行
研
究
の
み
な
ら
ず
、
戦
国
期
徳
政
研
究
で
も
明
確
に
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
今

後
更
な
る
事
例
の
発
掘
が
望
ま
れ
る
。

①
表
一
－
五
の
紫
蘇
状
の
受
給
者
た
る
春
正
坊
・
真
さ
ん
坊
に
つ
い
て
は
、

　
寺
僧
の
可
能
性
が
高
い
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

成
願

②
明
応
五
年
（
一
四
九
六
）
三
月
日
付
真
盛
上
人
御
奇
特
書
（
「
成
願
寺
文
書
」

　
七
六
号
）
、
同
四
年
に
成
立
し
た
真
盛
上
人
往
生
伝
記
（
天
台
真
盛
宗
薬
学
研
究
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所
葬
噸
訳
註
真
盛
上
人
往
生
伝
記
㎞
百
聖
堂
、
一
九
七
二
年
）
。

③
小
聖
郷
地
侍
衆
起
請
文
（
「
成
願
寺
文
書
」
膏
万
）
、
小
倭
郷
百
姓
衆
起
請
文

　
（
同
～
号
）
。

④
瀬
田
は
じ
め
に
注
①
論
文
≡
二
八
頁
。
「
真
盛
上
人
様
江
申
上
里
条
々
事
」
と

　
小
倭
郷
地
侍
衆
起
請
文
（
「
成
願
寺
文
書
し
二
号
）
に
あ
り
、
真
盛
・
成
願
寺
が

　
地
口
衆
の
精
神
的
紐
帯
と
な
っ
て
い
る
点
、
ま
た
、
成
願
寺
に
対
し
て
檀
方
中
が

　
迷
惑
を
掛
け
た
こ
と
を
老
分
衆
・
地
侍
衆
が
謝
っ
て
お
り
（
一
〇
月
二
七
日
付
小

　
倭
郷
老
分
衆
盛
純
等
達
署
起
請
文
（
同
三
号
）
）
、
成
願
寺
の
廻
方
中
と
老
分
衆
・

　
地
理
衆
が
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
点
、
さ
ら
に
は
、
成
願
寺
へ
寄
進
を
行
う
存
在

　
と
し
て
多
く
の
地
侍
が
確
認
さ
れ
る
点
か
ら
、
そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

⑤
「
成
願
寺
文
書
」
中
の
寄
進
状
に
つ
い
て
網
羅
的
に
検
討
し
た
窪
田
第
三
章
注

　
⑪
論
文
を
参
照
。

⑥
な
お
、
岸
田
と
そ
の
妻
の
戒
名
が
異
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
岸
田
と

　
そ
の
妻
が
死
去
し
た
際
に
成
願
寺
の
僧
が
執
筆
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

⑦
永
正
～
○
年
（
一
五
＝
二
）
四
月
二
四
日
付
森
田
貞
康
田
地
寄
進
状
（
「
成
願

　
寺
文
書
」
八
号
）
。

⑧
　
同
前
。

⑨
天
文
一
七
年
（
一
五
四
八
）
六
月
吉
日
付
山
田
一
景
社
地
寄
進
状
（
「
成
願
毒

　
文
書
」
　
九
m
写
）
、
永
禄
七
年
（
一
五
六
四
）
三
月
六
B
付
真
讃
田
地
寄
進
状

　
（
同
三
二
号
）
。

⑩
永
正
一
七
年
（
～
五
二
〇
）
七
月
＝
一
日
付
新
経
康
田
地
寄
進
状
（
「
成
願
寺
文

　
書
」
四
一
号
）
。

⑪
　
成
願
寺
へ
寄
進
さ
れ
た
の
は
土
地
だ
け
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
将
来
受
け
取
る

　
予
定
の
頼
母
子
講
米
な
る
も
の
も
あ
っ
た
。
天
文
一
五
年
（
一
五
四
六
）
七
月
九

　
日
付
祐
泉
田
地
寄
進
状
（
「
成
願
寺
文
書
」
四
二
号
）
で
は
、
循
円
禅
定
尼
霊
供

　
米
と
し
て
一
石
が
寄
進
さ
れ
て
い
る
が
、
「
是
者
西
屋
殿
葱
子
之
米
庚
戌
年
取
申

　
片
聾
附
可
進
之
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
米
は
西
屋
固
が
講
親
と
な
っ
て
い
る

　
頼
母
子
講
で
天
文
一
九
年
に
祐
泉
が
受
け
取
る
予
定
の
米
で
あ
っ
た
。
な
お
、
頼

　
母
子
講
に
関
す
る
米
銭
は
基
本
的
に
徳
政
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
戦

　
国
期
の
江
北
の
上
位
権
力
た
る
浅
井
氏
の
徳
政
令
な
ど
（
滋
賀
大
学
日
本
経
済
文

　
化
研
究
所
史
料
館
『
菅
浦
文
書
睡
上
、
一
九
六
〇
年
、
二
六
三
・
二
六
二
号
）
を

　
参
照
の
こ
と
。

⑫
寄
進
地
で
、
買
得
相
伝
の
も
の
は
「
成
願
寺
文
書
」
四
・
＝
・
二
〇
（
工
件

　
の
土
地
）
・
四
三
・
五
二
・
五
三
・
五
四
・
五
五
・
五
九
・
六
二
号
、
先
祖
栢
伝

　
の
も
の
は
同
四
八
号
。
煩
雑
に
な
る
の
を
避
け
る
た
め
に
文
書
名
を
省
略
し
た
。

⑬
岸
田
に
宛
て
た
【
史
料
七
】
・
【
史
料
八
】
は
、
手
継
券
文
と
し
て
成
願
寺
へ
渡

　
さ
れ
た
後
も
、
有
効
牲
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
【
史
料
九
】
で

　
は
、
寄
進
状
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
徳
政
担
保
文
言
が
記
さ
れ
て
お
り
、
論
旨
と

　
の
関
連
で
注
目
さ
れ
る
。

⑭
「
成
願
寺
文
事
」
五
七
号
。

⑮
「
成
願
寺
文
書
」
五
九
号
。

⑯
門
成
願
寺
文
書
」
～
六
号
。

⑰
小
倭
郷
百
姓
衆
起
請
文
（
「
成
願
寺
文
書
」
一
号
）
。

⑱
永
禄
＝
年
（
一
五
六
八
）
四
月
二
九
日
付
祐
盛
田
地
寄
進
状
（
「
成
願
寺
文

　
書
扁
三
三
号
）
に
は
、
「
ロ
ハ
今
之
作
人
、
及
兎
角
未
進
等
於
有
之
者
、
即
両
之
施

　
主
へ
田
野
申
、
作
を
可
取
放
事
」
と
あ
り
、
耕
作
人
が
得
分
を
未
進
す
る
こ
と
が

　
あ
っ
た
よ
う
で
、
さ
ら
に
、
こ
の
事
例
の
場
合
、
得
分
収
取
権
を
持
つ
成
願
寺
が

　
両
施
主
（
こ
こ
で
は
成
願
寺
へ
得
分
収
取
権
を
寄
進
し
た
地
侍
二
人
）
に
申
し
届

　
け
た
上
で
耕
作
人
を
改
替
し
え
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
、
小
皿
郷
で
は
、

　
地
侍
衆
は
得
分
収
取
者
と
し
て
多
く
登
場
し
、
得
分
収
取
権
な
い
し
そ
の
～
部
を

　
成
願
寺
へ
寄
進
し
た
こ
と
が
散
見
す
る
。
一
方
、
百
姓
衆
は
耕
作
人
と
し
て
多
く

　
登
場
す
る
。
つ
ま
り
、
地
国
衆
と
百
姓
衆
の
あ
い
だ
に
は
、
主
従
関
係
と
と
も
に

　
地
主
作
入
関
係
が
錯
綜
し
て
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

⑲
表
芸
ー
三
で
は
、
北
畠
氏
が
飯
野
郡
延
命
寺
に
対
し
て
徳
政
免
除
を
行
っ
た
際
、
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「
質
地
・
買
得
・
寄
進
地
下
、
被
除
今
度
徳
政
以
下
候
」
と
あ
り
、
質
地
・
買
得

　
地
だ
け
で
は
な
く
寄
進
地
も
徳
政
令
の
適
用
対
象
か
ら
除
か
れ
て
い
た
が
、
こ
れ

　
は
本
章
で
述
べ
た
よ
う
な
原
理
が
存
在
し
た
か
ら
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
「
今
度
」

　
が
「
徳
政
」
に
か
か
る
と
見
た
場
合
、
こ
の
時
に
北
畠
氏
が
徳
政
令
を
発
布
し
た

　
可
能
性
が
あ
る
。

⑳
成
願
寺
の
経
済
基
盤
と
し
て
は
買
得
地
も
存
在
し
た
。
買
得
地
は
五
件
（
「
成

願
寺
文
書
」
六
・
二
七
・
二
士
・
三
〇
・
六
一
号
、
煩
雑
に
な
る
の
を
避
け
る
た

め
に
文
沓
名
を
省
略
）
確
認
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
買
得
の
性
格
は
判
然
と
し
な

い
。
一
般
的
に
は
、
成
願
寺
が
採
物
を
融
濡
し
た
結
果
の
買
得
と
考
え
ら
れ
る
。

と
も
あ
れ
、
買
得
地
は
徳
政
の
対
象
で
あ
り
、
成
願
寺
が
買
徳
地
に
つ
い
て
徳
政

対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
結
果
、
表
一
－
三
・

四
・
五
・
六
・
七
の
指
醗
状
が
磁
現
し
た
の
で
あ
る
。

お
　
わ
　
り
　
に

戦国期の徳政と地域社会（大河内）

　
本
稿
で
は
、
瀬
田
氏
が
「
在
地
徳
政
」
を
導
き
出
し
た
根
本
史
料
た
る
並
置
状
に
つ
い
て
、
多
様
な
解
釈
が
提
示
さ
れ
て
い
る
現
状
を
踏
ま

え
、
「
在
地
徳
政
偏
を
自
明
視
せ
ず
に
史
料
に
即
し
て
再
検
討
を
進
め
て
き
た
。
そ
の
結
論
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
指
置
状
の
文
言
を
慎
重
に
吟
味
す
る
と
、
指
嚢
状
か
ら
確
実
に
読
み
取
れ
る
こ
と
は
、
小
盾
郷
の
地
心
衆
が
依
頼
に
応
じ
て
礼
物

を
受
け
取
り
、
徳
政
か
ら
下
地
を
守
る
指
遣
状
を
発
給
し
て
い
た
事
実
だ
け
で
あ
る
と
判
明
し
た
。
先
行
研
究
の
よ
う
に
、
地
侍
衆
に
よ
る
徳

政
の
実
施
や
本
主
権
に
も
と
つ
く
徳
政
に
関
す
る
紛
争
が
指
直
心
希
求
の
直
接
的
契
機
で
あ
っ
た
と
は
読
み
取
れ
な
い
。

　
第
二
に
、
か
か
る
指
置
状
が
出
現
し
た
背
景
に
つ
い
て
、
小
近
郷
の
位
置
す
る
伊
勢
国
の
徳
政
に
関
す
る
事
例
を
収
集
し
て
検
討
す
る
と
、

戦
国
期
の
南
伊
勢
で
は
上
位
権
力
た
る
北
畠
氏
の
徳
政
令
を
中
心
に
徳
政
の
脅
威
が
広
ま
っ
て
お
り
、
小
倭
郷
の
人
々
が
こ
う
し
た
徳
政
を
警

戒
し
て
い
た
蓋
然
性
が
高
い
と
わ
か
っ
た
。

　
第
三
に
、
従
来
あ
ま
り
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
金
券
の
検
討
を
通
じ
て
、
漸
落
状
の
意
義
を
抽
出
し
え
た
。
小
倭
郷
の
地
侍
衆
が
指

置
状
を
発
給
し
た
の
は
、
徳
政
を
警
戒
し
た
蔵
本
岸
田
・
成
願
寺
が
買
得
地
・
寄
進
地
の
権
利
に
つ
い
て
強
力
な
保
証
を
求
め
た
結
果
で
、
こ

の
措
置
に
は
蔵
本
岸
田
の
融
通
や
成
願
寺
の
宗
教
行
事
を
維
持
す
る
意
味
合
い
が
あ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
頻
発
す
る
徳
政
に
対
応
し
て
小
狐

郷
の
経
済
・
宗
教
秩
序
の
混
乱
を
抑
え
よ
う
と
し
た
点
に
、
指
環
状
の
意
義
が
求
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
か
か
る
指
置
状
を
発
給
し
た
徳
政
衆
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と
、
彼
ら
の
権
限
を
保
証
し
て
紛
争
を
解
決
し
た
老
分
衆
が
、
重
層
的
に
小
倭
郷
の
秩
序
を
維
持
し
て
い
た
こ
と
も
確
認
で
き
た
。

　
要
す
る
に
、
指
万
状
の
本
質
は
、
「
在
地
徳
政
」
で
は
な
く
、
徳
政
に
対
応
し
て
地
域
社
会
の
秩
序
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
慣
行
と
い
う
点

に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
以
上
の
事
柄
を
踏
ま
え
て
、
最
後
に
「
在
地
徳
政
」
論
や
戦
国
期
徳
政
研
究
に
言
及
し
て
お
こ
う
。

　
本
稿
は
、
当
然
な
が
ら
他
地
域
の
「
在
地
徳
政
」
ま
で
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
も
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
は
し
な

い
だ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
も
、
た
と
え
ば
瀬
田
氏
が
史
料
を
十
分
に
分
析
せ
ず
に
「
在
地
徳
政
」
の
事
例
と
し
た
近
江
国
甲
賀
郡
の
事
例
に
つ

い
て
も
、
山
中
氏
を
は
じ
め
と
す
る
在
地
領
主
な
い
し
地
織
に
よ
る
局
地
的
徳
政
の
実
施
を
読
み
取
る
見
解
と
、
そ
う
で
な
い
見
解
が
提
示
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
①

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
や
は
り
、
史
料
を
広
く
収
集
し
か
つ
深
く
読
み
込
ん
で
、
彼
ら
に
よ
る
周
壁
的
徳
政
の
実
施
を
導
き
出
せ
る
か
否
か

を
見
極
め
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

　
そ
し
て
、
こ
う
し
た
再
検
討
を
経
て
か
ら
、
「
在
地
徳
政
」
論
の
課
題
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
課
題
と
は
、
瀬
田
氏
に
よ

る
「
在
地
徳
政
」
の
定
義
が
曖
昧
だ
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
で
、
在
地
領
主
・
中
間
層
・
村
落
な
ど
に
よ
る
局
地
的
徳
政
の
実
施
を
「
在

地
徳
政
」
と
し
て
一
括
す
る
こ
と
が
有
効
な
の
か
否
か
を
問
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
各
々
の
主
体
が
如
何
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

契
機
や
目
的
に
も
と
づ
き
局
地
的
徳
政
を
実
施
し
た
の
か
に
つ
い
て
、
個
別
に
検
討
を
重
ね
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
「
在
地
徳
政
」
論
は
未
完
の
学
説
と
い
わ
ざ
る
を
え
ず
、
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
多
く
残
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
他
方
、
本
稿
で
抽
出
し
て
き
た
徳
政
に
対
応
す
る
慣
行
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
な
る
事
例
の
発
掘
が
望
ま
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
戦
国
期

に
お
け
る
室
町
幕
府
・
戦
国
大
名
の
徳
政
令
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
し
、
本
稿
で
は
そ
こ
に
北
畠
氏
の
事
例
を
追
加
し
え

た
が
、
こ
う
し
た
上
位
権
力
の
徳
政
令
を
中
心
に
徳
政
の
脅
威
が
存
在
し
た
か
ら
こ
そ
、
徳
政
に
対
応
す
る
慣
行
も
存
在
し
た
わ
け
で
あ
り
、

こ
の
慣
行
に
つ
い
て
は
、
未
だ
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
難
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
ま
ず
、
貸
借
・
売
買
契
約
の
当
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

者
間
で
の
慣
行
が
あ
り
、
第
二
章
で
述
べ
た
よ
う
な
契
約
文
書
の
徳
政
担
保
文
言
の
他
、
徳
政
か
ら
逃
れ
る
た
め
の
文
書
の
作
替
な
ど
も
知
ら
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戦国期の徳政と地域社会（大河内）

れ
る
。
ま
た
、
第
三
章
・
第
四
章
で
述
べ
た
よ
う
な
地
域
の
経
済
・
宗
教
秩
序
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
慣
行
も
あ
り
、
経
済
秩
序
に
関
わ
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
で
大
和
国
乱
智
郡
の
事
例
、
宗
教
秩
序
に
関
わ
る
も
の
で
近
江
国
坂
田
郡
八
幡
荘
の
事
例
も
確
認
さ
れ
る
。
今
後
、
こ
う
し
た
事
例
を
発
掘

し
た
上
で
、
総
括
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
徳
政
と
徳
政
に
対
応
す
る
慣
行
と
い
う
両
者
の
研
究
が
相
俊
っ
て
進
展
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
徳
政
が
頻
発
し
た
戦
国
期
の
時
代
性
が
従
来

以
上
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
①
最
新
の
も
の
を
挙
げ
て
お
く
と
、
前
者
は
桜
井
は
じ
め
に
注
⑦
論
文
二
〇
頁
、
　
　
つ
い
て
は
、
貸
借
・
売
買
契
約
の
認
文
が
焼
失
・
紛
失
し
た
場
合
に
ど
う
い
う
措

　
　
後
者
は
早
島
大
祐
門
甲
賀
の
地
域
社
会
と
経
済
活
動
扁
（
『
甲
賀
書
史
』
第
二
巻
中
　
　
　
　
　
置
が
と
ら
れ
る
の
か
と
い
う
よ
う
に
、
貸
借
・
売
買
契
約
に
関
す
る
慣
行
の
問
題

　
　
世
、
二
〇
一
二
年
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
て
論
じ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

②
「
在
地
徳
政
」
の
契
機
に
関
し
て
言
及
し
て
お
き
た
い
点
が
あ
る
。
た
と
え
ば

　
従
来
か
ら
「
在
地
徳
政
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
紀
伊
国
夜
鴬
荘
の
事
例
（
正
平

　
＝
一
年
（
一
三
五
七
）
二
月
二
日
付
靹
淵
惣
荘
置
文
（
「
蓬
田
八
幡
神
社
文
雷
」

　
一
一
三
号
槻
粉
河
町
史
』
二
、
一
九
八
六
年
）
）
は
、
動
乱
に
よ
っ
て
貸
借
・
売
買

　
契
約
の
証
文
が
焼
失
・
紛
失
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
庶
民
が
貸
借
・
売
買
契

　
約
の
破
棄
を
官
三
薦
し
た
も
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
偶
発
的
な
事
態
を
う
け
て
結
果

　
的
に
門
在
地
徳
政
」
と
い
う
措
置
が
と
ら
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
わ
け
で
、
こ
う
し

　
た
場
合
と
計
画
的
な
い
し
意
図
的
に
「
在
地
徳
政
扁
が
実
施
さ
れ
た
場
合
と
を
弁

　
別
し
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
く
に
靹
淵
荘
の
事
例
の
よ
う
な
徳
政
に

③
た
と
え
ば
瀧
澤
第
二
受
注
⑮
書
一
九
七
頁
～
二
〇
六
頁
で
言
及
さ
れ
て
い
る
売

　
寄
進
状
が
あ
る
。

④
弘
治
四
年
（
一
五
五
八
）
二
月
二
日
付
字
引
郡
百
姓
衆
申
状
・
同
年
二
月
八
日

　
付
宇
智
郡
国
衆
定
書
（
「
三
箇
文
書
」
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
写
真
帳
）
）
。
本
史

　
料
に
つ
い
て
は
、
久
留
島
は
じ
め
に
注
⑦
書
一
〇
五
～
一
〇
九
頁
、
同
「
戦
国
～

　
近
世
初
期
大
和
笛
智
郡
の
国
衆
と
村
落
」
（
勝
俣
鎮
夫
編
『
寺
院
・
検
断
・
徳
政
㎞

　
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
、
二
四
〇
～
二
四
四
頁
）
で
分
析
が
あ
る
。

⑤
　
永
正
二
年
（
一
五
〇
五
）
四
月
五
日
付
八
幡
荘
四
月
祭
礼
置
文
（
「
長
浜
八
幡

　
神
社
文
幾
田
」
噸
近
江
長
浜
町
志
㎞
中
巻
、
一
九
八
八
年
、
二
九
一
～
二
九
三
頁
）
。

門
付
記
】
　
本
稿
は
二
〇
一
一
年
四
月
に
行
わ
れ
た
大
阪
歴
史
学
会
中
世
史
部
会
で
の
報
告
を
も
と
に
修
正
を
加
え
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
貴
重
な
御
意

見
を
下
さ
っ
た
皆
様
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
脱
稿
後
、
即
座
勇
一
「
在
地
徳
政
論
再
考
　
　
伊
勢
・
近
江
を
中
心
に
　
　
」
（
天
野
忠
幸
・

片
山
正
彦
・
古
野
貢
・
渡
邊
大
門
編
『
戦
国
・
織
豊
期
の
西
国
社
会
㎏
日
本
史
史
料
研
究
会
企
画
部
、
二
〇
＝
一
年
）
が
公
表
さ
れ
た
。
本
稿
の
考
察
に
関

わ
る
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
併
せ
て
参
照
し
て
頂
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
聴
講
生
）
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　　　　　　Tohusei徳政and　Local　Society　in　the　Sengoku　Period：

ARe－examination　of　Historical　Sources　on　Zaichi　Tokusei在地徳政

by

OKOCHI　Yusuke

　　Based　on　a　rereading　of　basic　historical　sources　on　2aicnt　tokusei　（local

debt　moratoria），　this　article　clarifies　how　people　in　local　society　responded　to

the　tokusei　（cancellation　of　debts　and　sales　contracts）　that　were　frequently

issued　during　the　SeRgoku　period，

　　Seta　Katsuya　who　examined　the　documents　known　as　sashiofeiv’o一　of　J6ganji

in　lchishi－gttn　in　Oyamato－g6　in　lse，　saw　the　powerful　laRded　warrier　class

implement　a　tokusei　i’n　the　go”　（district），　which　was　their　territory，　and

argued　that　such　loca｝，　firmly　limited　tokusei，　i．e．，　the　2aichi　tokusei，　existed

on　a　broad　scale　duriRg　the　Sengoku　period．　This　theory　of　zaichi　tohusei

appears　to　have　become　the　scholarly　consensus　for　a　time，　but　criticism　was

ieveled　at　the　theory　with　the　critics　arguiRg　that　it　was　not　possible　to

infer　the　implementation　of　the　tokusei　by　the　landed　warriors　on　the　basis

of　the　sasltiokiv’o一．　Nevertheless，　sasheokiv’o一　are　particularly　difficult　to

interpret　documents，　and　opinion　is　still　divided　over　what　caR　be　read　from

the　saishiokiv’o一．　Thus　this　article　attempts　a　re－examination　of　the　sashioki一

ブδ．

　　In　the　first　sectioR，　1　make　a　careful　study　of　the　wording　of　the　sasntohi－

1’o一　and　confirm　what　data　can　be　gleaned　from　the　documents．　This　is　that　it

is　a　historical　faet　that　the　landed　warriors　of　Oyamato－g6　received　offerings

upoR　request　and　issued　sashiokiv’o一　to　insure　rights　to　laRd　that　had　been

rented　or　purchased　by　contract．　One　cannot　iRterpret　these　sashiokiv’o一　as

indicating　that　they　served　as　a　direct　opportunity　sought　by　the　laRded

warriors　or　that　landed　warriors　implemented　tokusei　and　that　disputes　over

tokusei　based　on　honshuken本主権（right　of　residency）took　place，　as　has

been　indicated　by　earlier　scholarship．　Moreover，　1　point　out　that　honshuken

referred　to　the　latent　right　of　return　by　the　former　owner．

　　Next，　in　the　second　section　1　broaden　my　sights　to　eRcompass　the　province

of　lse，　in　which　Oyamato－g6　was　iocated，　and　collect　and　examine　examples

of　tohusei，　considering　the　background　to　the　issuance　of　sashioki－jo一．　ln　lse
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during　the　Sengoku　period，　the　Kitabatake　and　other　leading　c｝ans　such　as

the　Nagano　and　Oda　issued　tokusei　orders　in　specific　areas　（2aisho　betsu）　and

over　wide　areas　based　on　their　autoRomous　policies　aRd　the　exercise　of

opportunities，　and　disturbaRces　broke　out　over　the　tokusei　in　the　area　around

Ise　Shrine．　Thus　it　caR　be　said　that　in　particular　the　people　of　the　territory

of　southern　lse，　which　was　property　of　the　Kitabatake，　were　intimately

involved　with　the　tokusei．　This　is　directly　indicated　for　example　by　the

appearance　and　increas1ng　number　of　tokusei　tanPo　mongo　（passages

assuring　security　against　tokusez）　in　bills　of　sale　iR　lse　province，　aRd　one　sees

that　a　significant　percentage　of　the　people　in　the　environs　of　lse　Shrine　were

conscious　of　the　toleusei　in　developing　a　policy　for　the　tokusei．　lt　is　difficult

to　imagine　that　this　situation　and　Oyamato－g6　were　unrelated，　and

considering　the　relationship　between　Oyamato－g6　and　the　Kitabatake　clan，

the　probability　is　great　that　the　people　of　Oyamato－g6　were　wary　of　the

tokusei，　and　chiefly　the　tokusei　ordered　by　the　Kitabatake．　lt　is　as　a　result　of

this　that　the　sashiohiv’oW　appeared．

　　TheR　in　the　third　and　fourth　sectioRs　1　examine　renken　（a　series　of

connected　documents）　that　include　sashiokiv’o一　that　have　hardly　gaiRed　the

attention　of　previous　scholarship．　Attesting　the　actions　of　the　people

involved　with　the　sashiohi－1’oM，　1　deduce　the　sigRificance　of　the　sashiohiv’o一．

First，　the　issuance　of　the　sasntokiv’o一　by　the　landed　warriors　of　Oyamato－g6

was　the　result　of　the　seeking　of　powerful　assurance　of　the　tokusei　tanPo

mongon　regarding　their　rights　to　commended　and　purchased　property　by

the　financier　Kishida　and　J6ganji　who　were　wary　of　the　threat　posed　by　the

tohusei．　ln　regards　to　the　above－mentioned　commended　property，　it　appears

at　first　glance　to　be　unrelated　to　the　tokusei　that　cancelled　debts　and　sales

contracts，　but　in　fact　purchased　land　was　often　commended　and　was　exposed

to　the　threat　of　the　tokusei．　ln　addition，　the　issuance　of　these　tokusei　meant

the　lending　by　the　fiRancier　Kishida　and　religious　ceremonies　by　J6ganji

such　as　memorial　and　pre－mortem　funerary　rites　were　maintained．　ln　other

words，　we　can　find　the　significance　of　the　sashiohiv’o一　in　the　face　of　turmoil　in

the　ecoRomic　state　of　Oyamato－g6　and　disorder　in　the　religious　sphere　in

respoRding　to　frequeRtly　issued　tokz｛sei　Furthermore，　1　have　been　abie　to

prove　the　fact　that　the　issuers　of　these　sashiohiv’o一，　the　tokuseishu’　（the　landed

warriors），　and　the　ro－bunshdi　（the　leadership　of　the　landed　warriors），　who　had

fought　to　preserve　the　rights　of　the　landed　warriors，　sustained　the　order　of

Oyamato－g6　on　multiple　levels．

　　In　short，　the　essential　character　of　the　sashioki－1’oM　is　found　in　the　fact　that
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they　were　a　practice　that　attempted　to　maintaiR　the　social　order　iR　local

society　by　coping　with　the　tol｛ztsei　and　not　that　they　were　zaichi　tokusei．　ln

the　future　it　is　necessary　to　analyze　other　examp｝es　of　zaichi　tokusei　and

examine　the　validity　of　the　zaichi　tokztsei　theory．　On　tke　other　hand，　as

regards　the　practice　of　coping　wlth　the　tohusei　that　has　been　deduced　in　this

article，　further　examples　must　be　uncovered．　lf　the　study　of　both　the　tokasei

and　the　response　to　tohusei　proceed　together，　the　portrayal　of　the　Sengoku

period，　during　which　they　were　frequently　issued，　will　undoubtedly　become

clearer．

（　931　）


